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おむ、い

こ
い
の
ぼ
り

子
供
の
人
格
を
重
ん
じ
、
子
供
の
幸

福
を
凶
る
趣
旨
で
定
め
ら
れ
た
の
が
花

月
五
日
の
子
供
の
日
。

五
月
五
円
の
節
句
に
は
、
男
の
子
の

数
だ
け
こ
い
の
ぼ
り
を
揚
げ
る

l
昔
は

こ
い
が
一
一
一
匹
も
阿
匹
も
泳
い
で
い
る
家

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
だ

く
さ
ん
の
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
今
は
、
子
供
二
人
が
標
準

家
庭
。
こ
い
も
一
匹
か
せ
い
ぜ
い
二
匹

が
い
い
と
こ
ろ
。
そ
れ
で
は
寂
し
か
ろ

う
と
い
う
わ
け
で
、
最
近
は
、
赤
、
黒

青
の
三
匹
セ
ッ
ト
が
流
行
し
て
い
ま
抗

鯉
の
滝
の
ぼ
り
か
ら
立
身
出
世
の
シ

ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
広

江
戸
中
期
か
ら
今
日
の
よ
う
な
こ
い
の

ぼ
り
を
飾
る
風
宵
が
で
て
き
た
よ
う
で

す
。
青
空
で
す
い
す
い
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ

り
の
よ
う
に
子
供
た
ち
も
伸
び
伸
び
と

成
長
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
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昭
和
六
十
一
年
長
浜
町
議
会
第
一
固
定
例
会
が
、
一
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
の
六
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
六
十
一
年
度
の
当
初
予
算
や
町
議
会
議

員
、
特
別
職
等
の
報
酬
、
費
用
弁
償
条
例
や
町
四
役
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正
、

体
育
照
明
施
設
及
び
町
立
学
校
屋
内
運
動
場
使
用
条
例
の
制
定
な
ど
三
十
三
件

の
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

十

年
目
震

は

じ

め

に

昭
和
五
十
子
二
年
に
私
が
町
政
を
担
当

さ
せ
て
項
い
て
以
来
、
将
来
の
長
浜
町

を
よ
り
豊
か
で
安
定
し
た
も
の
に
す
る

た
め
、
第
二
次
開
発
事
業
の
推
進
に
努

力
し
て
き
た
が
、
そ
の
問
、
町
議
会
の

臨画盟盟理昭和61年度施政方針

内
外
の
情
勢

我
が
国
を
め
ぐ
る
内
外
の
情
勢
は
大

き
な
変
容
を
示
し
て
お
り
、
国
内
的
に

は
、
経
済
の
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長

へ
の
移
行
過
程
で
、
国
債
残
高
約
百
三

十
兆
円
に
も
及
ぶ
財
政
赤
字
の
累
積
が

生
じ
る
と
と
も
に
、
人
口
構
成
の
高
齢

化
、
都
市
化
、
情
報
化
社
会
へ
の
進
行

.. 翠露翠盤翠圏
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ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
報
告
の
三
件
は
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
謹
を
前
に
町
長
が
昭
和
六
十
一
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
。
続
い
て

七
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

町
長
の
施
政
方
針
、
可
決
さ
れ
た
こ
と
、

一
」
紹
介
し
ま
す
。

t::占
監事

皆
様
を
は
じ
め
、
町
民
各
位
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
円
滑
に
町
政
が

運
営
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

今
年
は
私
に
と
っ
て
任
期
満
了
の
年

で
あ
り
、
新
年
度
に
取
り
組
む
私
の
所

信
の
一
端
を
披
歴
し
、
議
員
各
位
の
力

強
い
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
た
い
。

が
新
た
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
お
り
、

政
府
に
お
い
て
は
、
国
民
的
課
題
で
あ

る
行
政
、
国
鉄
、
教
育
、
税
制
な
ど
の

改
革
に
と
り
組
ん
で
い
る
。

国
際
社
会
は
、
多
梅
化
、
不
安
定
化

の
度
を
強
め
、
資
源
、
工
、
不
ル
ギ

l
制

約
の
顕
在
化
、
貿
易
摩
擦
、
原
油
価
格

の
値
下
げ
、
円
高
と
公
定
歩
合
の
引
き

下
げ
な
ど
我
が
国
を
め
ぐ
る
国
際
環
境

は
一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

の
財
政
赤
字
と
経
常
収

支
の
赤
字
の
拡
大
、
政

州
共
同
体
諸
国
等
の
高

失
業
の
継
続
、
発
展
途

上
国
の
累
積
債
務
問
題

が
山
積
し
て
お
り
、
国

際
的
な
政
策
協
調
の
機

運
が
高
ま
り
つ
一
つ
あ
る
。

一
般
質
問
の
模
様
の
あ
ら
ま
し
を

第
二
次
開
発
事
業
の
完
成
と

第
三
次
開
発
の
推
進

本
町
に
と
っ
て
最
大
の
行
政
課
題
で

あ
っ
た
第
二
次
開
発
事
業
が
関
係
者
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
西
田
先

生
、
困
、
県
、
関
係
機
関
の
適
切
な
指

導
、
支
援
に
よ
り
昨
年
、
埋
ウ
一
工
事
に

着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
第
一
一
次
開
発
事
業
は
、
町
の
振

興
計
画
基
本
構
想
等
に
基
づ
い
て
進
め

て
い
る
が
、
ヲ
ヤ
の
構
想
が
新
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
墓
地
建
設
で
あ
り
、
本
町
及

び
南
予
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
開
発
事
業

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

開
発
事
業
が
過
疎
地
域
を
犬
き
く
振
興

発
展
さ
せ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

施政方針を述べる二宮町長

西
瀬
戸
経
済
圏
の
一
大
流
通
基
地
と
し

て
、
新
長
浜
港
の
港
湾
施
設
の
整
備
、

住
宅
地
と
工
業
地
帯
の
分
離
、
都
市
再

開
発
、
地
場
産
業
の
振
興
、
生
活
環
境

整
備
計
画
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
重
視
し
て
、

二
次
開
発
事
業
を
完
成
さ
せ
、
役
場
庁

舎
を
始
め
と
す
る
都
市
機
能
施
設
、
公

園
緑
地
等
を
中
心
と
し
た
環
境
整
備
、

町
民
憩
い
の
場
造
り
な
ど
の
第
三
次
開

発
事
業
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
第
三
次
開
発
事
業
の
基
本
理
念

は
、
臨
海
部
に
お
け
る
第
一
次
、
第
二

次
開
発
事
業
に
続
く
第
三
次
開
発
事
業

を
総
合
的
に
推
進
し
、
工
業
開
発
、
港

湾
整
備
な
ど
の
基
本
事
項
を
定
め
、
将

来
の
本
町
発
展
の
方
向
を
一
ぷ
す
も
の
で

あ
る
。
都
市
機
能
等
の
用
地
を
現
内
港

に
求
め
、
造
成
及
び
施
設
整
備
事
業
を

積
極
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
し
、
本
町

発
展
の
中
心
的
エ
リ
ア
を
確
立
す
る
こ

と
を
日
的
に
考
え
て
い
る
。

こ
の
第
三
次
開
発
事
業
は
、
一
一
次
開

発
以
上
の
英
知
英
断
が
必
要
で
あ
り
、

本
事
業
の
実
現
こ
そ
が
二
十
一
世
紀
の

長
浜
町
に
明
る
い
希
望
を
も
た
ら
す
方

策
で
あ
る
と
の
決
意
で
、
全
精
力
を
傾

注
し
て
進
め
て
い
き
た
い
の
で
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

行
政
改
革
の
推
進

行
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

新
し
い
時
代
が
要
求
す
る
行
政
の
あ
り

方
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
は
ら
な
い

本
町
に
お
い
て
も
、
よ
り
よ
い
町
a

つ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
十
二
月
行
革

推
進
委
員
会
か
ら
提
言
を
頂
き
、
そ
れ
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に
北
川
一
守
つ
い
て
長
浜
町
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
、
こ
れ
に
よ
り
積
概
的
に
推
進
し

て
い
く
二
と
に
し
て
い
る
。

行
敗
民
不
公
進
め
る
た
め
に
は
、
「
変

化
へ
の
対
応
」
「
筒
ド
来
、
対
率
化
」
「
信
頼

性
の
確
保
」
を
令
一
刊
に
わ
き
、
現
行
の

行
財
政
の
惰
性
的
注

m
E排
除
し
、
そ

の
立
て
直
し
を
阿
り
、
作
民
の
背
さ
ん

の
需
要
に
噸
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
可

能
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

特
に
本
年
は
、
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た

刺
し
い
行
政
シ
ス
一
ア
ム
の
開
発
に
取
り

組
む
必
要
か
ら
電
算
機
導
入
に
関
す
る

調
査
研
究
費
と
一
部
機
構
改
木
ー
全
行
っ

て
各
課
に
企
画
担
当
を
配
置
!
¥
新

い
町
づ
く
め
の
た
め
の
制
度
事
業
を
前

査
研
究
し
、
ぜ
戸
内
の
与
い
ス
リ
ム
な

行
政
体
制
の
確
守
一
じ
/
一
効
率
的
事
業
の
導

入
に
符
め
て
い
き
た
い
。

海
山
序
回
り
線
対
策

一一千担盟副昭和61年度施政方針

国
鉄
海
作
川
り
線
は
、
私
達
の
足
と

し
て
生
活
を
支
え
、
産
業
、
文
化
、
経

済
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
7

J

F

と
ー
と
が
、

本
年
一
一
一
月
二
-
日
に
内
山
線
が
同
誌
L
、

海
岸
田
り
線
は
上
下
各
十
本
の
持
通
刊

車
の
運
行
の
み
と
な
っ
た
。
ま
た
、
来

春
に
は
国
鉄
の
分
割
、
民
営
化
が
子
定

さ
れ
て
い
る
が
、
過
政
に
悩
む
沿
線
住

民
に
と
コ
ご
は
、
社
会
、
経
済
上
の
地

域
間
格
ギ
を
解
消
す
る
唯
一
の
公
共
輸

送
機
闘
で
あ
り
、
長
期
開
発
計
画
を
は

じ
め
と
す
る
技
が
町
の
将
来
を
思
う
と

き
、
本
線
の
存
続
は
絶
対
に
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な

A
な
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
利
用
者
ヘ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
集
約
中
で
あ
る
が
、
そ
の

対
策
と
し
て
分
割
、
民
営
牝
ま
で
に
八
王

似
の

C
T
C
化
や
快
速
列
車
の
運
行
を

(
て
漬
く
こ
と
な
ど
の
附
情
を
強
力
に

推
進
十
与
一
一
灯
、
山
民
の
皆
さ
ん
万
も

維
持
作
い

P
T川
る
た
め
に
は
利
用
者
の

増
大
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
頂
き
、
一
人
一
人
が
こ
の
海
岸

同
り
線
を
守
る
た
め
利
用
実
績
を
高
め

て
項
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

河
辺
川
ダ
ム
建
設

肱
川
の
恩
恵
を
受
け
、
肱
川
と
と
も

に
生
き
て
き
た
本
町
に
と
っ
て
は
、
河

引
一
川
ダ
ム
建
設
の
問
題
は
重
大
か
つ
深

刻
な
関
心
事
む
あ
る
c

こ
の
二
と
に
つ

い
て
国
、
県
よ
り
公
式
に
折
衝
説
聞
い
か

な
さ
れ
ず
ス
タ
ー
ト
し
と
ご
と
は
献
に

遺
憾
で
あ
る
。
洪
水
調
節
、
大
洲
喜
多

地
区
へ
の
か
ん
が
い
用
永
に
つ
い
て
は

被
古
川
止
効
県
及
び
地
域
農
業
振
興
上

措
置
欠
一
れ
る
べ
主
二
し
乙
で
あ
り
吋
炊
い
と

考
え
る
が
、
中

yrm-K
へ
の
分
水
に
つ

い
て
は
流
景
の
粕
汁
減
を
き
た
し
て
く

る
の
で
慎
重
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

肱
川
河
川
に
位
置
す
る
木
町
は
、
他

町
村
と
比
べ
、
臼
然
条
件
佐
び
に
時
業

的
に
特
殊
な
事
業
が
多
く
内
在
し
て
わ

り
、
そ
の
こ
と
か
ら
多
く
の
共
通
す
る

問
題
点
を
か
か
え
る
大
洲
市
と
歩
調
を

合
わ
せ
、
ダ
ム
建
設
対
策
案
を
た
て
て

対
叫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
作
業
に
人
っ
て
い
る
。
そ

の
作
業
の
結
果
合
佐
ま
え
、
対
国
、
対

県
運
動
を
強
力
に
開
始
し
て
い
き
た
い
。

き
る f主メト
た民二乙
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調
和
の
と
れ
た
豊
か
な
生
活
時
坑
を
つ

く
る
た
め
、
交
通
体
系
の
整
備
た
は
じ

め
、
上
下
本
近
、
八
ム
聞
、
街
路
な
ど
の

整
漏
を
長
期
副
内
の
中
で
、
財
政
と
の

ぺ
一
ブ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

道
路
計
一
四
、
都
市
計
画
な
ど
は
第
一
一
一
次

問
た
引
業
の
中
で
対
応
し
て
い
主
一
た
い
。

近
年
の
都
市
計
画
圏
域
へ
の
安
定
志

向
と
合
わ
せ
ご
、
一
日
迷
交
通
時
代
の
到

米
な
ど
自
動
車
交
通
の
府
川
州
向
か
顕

著
に
な
る
と
と
も
に
生
活
時
間
山
業
化

か
ら
様
々
な
道
路
交
通
へ
の
二
一

l
λ

が

顕
在
化
し
て
き
で
お
り
、
本
年
は
特
に

町
道
近
路
網
の
叫
整
備
に
、
計
画
的
か

っ
意
欲
的
な
姿
勢
で
望
ん
で
い
き
た
い
。

昭
和
凶
十
六
年
三
月
に
建
設
し
ふ
に
ご

み
焼
却
炉
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
大
規

模
な
改
造
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
昨

年
六
月
に
ド
江
川
町
向
棄
物
共
同
処
現
卒

業
検
討
協
議
会
食

t
っ
て
、
建
設
候
補

地
に
つ
い
て
は
大
洲
市
内
に
求
め
、
一

日
六
十
ト
ン
処
田
町
の
施
設
を
建
設
す
る

計
画
を
進
め
て
い
る
。

教

育

問

題

我
が
国
は
、
国
民
生
活
が
豊
か
に
な

っ
た
反
面
、
都
市
化
傾
向
が
強
ま
り
、

地
域
社
会
の
連
帯
感
の
希
簿
化
や
{
弘
山

の
教
育
力
の
低
下
な
と
、
児
童
、
生
徒

を
取
り
巻
く
環
境
い
か
大
き
く
変
貌
し
て

き
で
い
る
。
児
童
、
生
徒
は
、
人
間
相

互
の
触
れ
合
い
や
什
然
と
の
接
触
が

少
な
く
な
り
、
直
接
体
験
も
不
足
し

て
生
活
力
の
低
下
が
み
ら
れ
る
け
こ

の
よ
う
な
中
で
、
イ
ジ
メ
等
の
問
題
行

動
に
対
処
し
、
長
期
的
観
点
に
た
っ
と

児
童
、
竺
徒
の
育
成
を
図
る
た
め
、
今

年
度
は
特
に
国
の
事
業
ぴ
あ
る
「
白
然

教
室
推
進
事
業
」
昇
一
取
り
入
れ
、
川
ん
量

生
徒
が
黒
か
な
環
ほ
の
巾
ご
、
集
団
生

活
を
通
じ
人
間
及
び
白
然
的
ふ
れ
あ
い
、

地
域
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
る
学
校
教

育
川
到
な
抗
注
し
、
心
身
長
(
に
調
和
の

}
に
れ
た
怪
人
十
九
性
教
育
体
制
の
確
立
売
凶

り
、
向
山
川
化
社
会
に
対
応
で
き
る
人
〉
つ

く
り
教
育
に
句
め
ど
い
き
た
い
。

」
'
主
去
に
つ
ロ
民
屯
¥

一、F
に
斗
J

/

/

L

V

十

十

寸

U
Hノ

農
業
に
つ
い
て
は
、
州
怖
を
中
心
い
い

基
盤
整
抗
備
を
凶
り
、
農
産
物
の
日
山
化
、

貿
易
摩
擦
な
ど
困
際
的
に
対
応
で
、
一
る

も
の
に
す
る
た
め
、
農
協
を
中
持
と
し

て
緊
常
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
振
興
に

湾
め
七
円
き
と
い
。

林
業
は
、
数
年
来
継
続
し
と
い
る
松

く
い
虫
跡
地
汁
策
や
優
良
材
の
生
産
指

導
を
行
う
と
共
仁
、
本
町
の
特
産
品

rc

あ
る
し
い
た
け
攻
び
原
木
確
保
に
つ
い

て
も
十
分
配
慮

L
、
森
林
組
合
の
経
常

基
盤
の
強
化
を
問
り
林
業
振
興
に
寄
与

L
ご
い
き
た
い
コ

漁
業
に
つ
い
て
は
、
拠
点
で
あ
る
漁

港
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
早
期
'
一
ん

成
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
魚
礁
設
置
及

び
地
域
治
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
な
い
し

継
続
的
に
行
つ
で
い
き
た
い
。

尚
工
業
の
尿
興
に
一
つ
い
て
は
、
第
二

次
開
発
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
消
費
人

口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
大
型

庖
舗
な
ど
に
対
応
で
き
る
商
庖
街
の
形

成
、
共
同
事
業
内
促
進
、
個
々
の
商
防

の
合
理
化
存
一
川
り
、
消
費
者
二

l
ズ
に

JU
え
得
る
商
白
街
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
た
い
〕

今
年
は
、
白
滝
商
庄
街
に
ア

l
チ
建

設
が
予
定
さ
れ
て
む
り
、
向
山
由
何
の
カ

ラ

l
舗
装
を
計
州

L
、
J
り
一
層
の
活

性
化
を
阿
っ
て
い
き
と
い
と
考
え
て
い
る
。

住
民
福
祉
対
策

高
齢
化
社
会
が
進
む
な
か
で
、
日
柏
村

対
策
は
町
村
行
政
に
と
っ
て
重
要
な
一
円

と
な
っ
て
お
り
、
持
宏
肢
の
進
行
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り

花
宅
相
祉
の
ニ
ー
ズ
ー
質
的
に
も
量
的

に
も
拡
大
し
、
一
肘
深
刻
な
状
況
に
な

る
と
予
想
さ
れ
る
J

本
川
に
お
い
て
も

社
会
福
祉
協
議
会
が

1

地
域
福
祉
推
進

計
画
」
を
樹
立
し
て
、
山
似
た
き
り
老
人
、

A

人
暮
ら
し
老
人
に
対
す
る
光
夫
や
生

き
が
い
対
策
な
ど
を
行
つ
ど
い
く
ヲ
一
と

に
し
て
い
る
。

hu
わ

り

に

二
れ
か
ら
の
町
政
は
、
議
員
各
位
設

け
一
往
い
氏
の
押
さ
ん
方
の
建
設
的
で
積

械
的
会
参
加
な
く
し
て
「
楽
し
く
住
み

よ
い
、
閥
単
か
で
働
き
が
い
の
あ
る
、
美

し
い
人
情
と
文
化
の
町
ゃ
つ
く
り
」
ヰ
一
進

め
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
与
え
て

い
る
。ま
た
、
国
、
地
方
を
通
じ
て
の
財
政

は
ム
ブ
な
お
深
刻
ひ
危
機
的
状
況
下
に
あ

り
、
二
の
よ

7
な
中
で
生
き
が
い
を
も

っ
て
什
々

ω
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、

心
の
ふ
れ
あ
う
、
豊
か
で
美
し
い
地
域

村
会
、
誇
り
と
愛
着
の
も
て
る
郷
土
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
社
会
、
経
済
の

変
動
に
弾
力
的
に
対
応
し
つ
つ
、
住
民

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
行
財
攻
の
活
ム
i

運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ぽ
な
~
行
な

い
と
決
意
を
新
と
に

L
ど
い
る
、
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革予算有験

昭和61年度の当初予算が次の通り決まり

ました。(%は前年度当初予算との比較)

I一般会計] 31億7.352万6千円 (6.1%減)
f国民健康保険特別会計] 8億908万1千円
(5.3%減)

I国民健康保険直営診療所特別会計] 716 
万円 (8.5%減)

[港湾施設特別会計] 1.250万円(25%増)

I簡易水道事業特別会計] 2億 131万3千円

(47.2%増)
I住宅新築資金等貸付事業特別会計]2，964 
万 1千円 (45.5%i戚)

I老人保健特別会計]15億8噌206万 3千円
(12. 3 % j曽)

I臨海土地造成事業特別会計]24億8可817万
8千円 (77.6%士曽)

I水道事業会計]収益的収入予定額 1億
6司087万 9千円。収益的支出予定額 1{;意

6，087万9千円。資本的支人予定額2億1，305

万円。資本的支出予定額 2億4，855万 5千

円。

I工業用水道事業会計]収益的収入予定額
2.527万円。収益的支出予定額2，450万 1千

円。資本的収入予定額 O円。資本的支出予

定額769万 8千円。

昭和61年度当初予算決まる

ィ
、
そ
の
他
の
収
入
に
h

ね
い
で
も
増
加

要
因
を
見
い
だ
せ
な
い
状
況
で
あ
り
、

財
政
の
健
全
化
を
図
り
、
勇
断
を
も
っ

て
行
政
改
革
予
算
と
し
て
打
ち
出
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。
単
独
支
弁
と
な
る
事

業
の
ほ
か
、
物
件
費
及
び
補
助
金
等
の

思
い
切
っ
た
削
減
を
継
行
し
、
当
初
に

お
い
て
不
確
定
要
素
の
強
い
事
業
及
び

検
討
を
要
す
る
も
の
は
財
源
の
見
込
み

の
立
っ
た
時
点
で
考
慮
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度

対
比
六
・
一
%
の
マ
イ
ナ
ス
規
模
と
な

り
、
建
設
事
業
費
で
は
不
確
定
な
も
の

を
補
正
に
、
経
常
的
経
費
は
わ
ず
か

丘
・
九
%
の
伸
び
に
と
ど
ま
っ
で
い
ま

す。

新
し
い
事
業
や
、
と
く
に
力
を
そ
そ

ぐ
事
業
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て

大
き
く
変
化
の
生
じ
た
も
の
な
ど
を
「
特

徴
」
と
し
、
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
(
文

中
の
%
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
の
比

較
。
一
般
会
計
の
目
的
別
費
円
総
類
の

(
)
内
の
%
は
、
同
予
算
の
総
額
に

占
め
る
同
費
目
予
算
の
割
合
)

園田園盟議会・予算の使いみち今年度の特徴

川
創
出
一

一守一一

一
時
叫
出
1
M二

了
作
竺
一

土間二一

一
九
守
A

ニ

↑
向
稲
川
=

一全一一

本
年
度
も
深
刻
な
問
題

を
か
か
え
る
社
会
経
済
情

勢
の
中
で
、
耐
乏
を
強
い

ら
れ
て
わ
り
、
自
主
財
源

の
大
宗
を
占
め
る
町
税
収

入
の
伸
び
が
期
待
で
き
ず
、

地
方
交
付
税
の
定
率
横
パ

総務費

全電
l司話広一
幸t民自主

事財・管
金にど・ f主税ナ往生務産有用
の f吏の選民・進 1舌連管線
こうこ挙登戸・行絡理放文
とむとな録籍徴政・-送書

3t意8，971万1千円 (12.3%)

〉

匂電
算
導
入
費
な
ど

文
書
費
で
は
、
ワ
ー
プ
ロ
リ

l
ス
料

四
十
六
万
八
千
円
。

有
線
放
送
施
設
は
、
豊
茂
幹
線
、
須

沢
1

櫛
片
士
一
線
ケ
ー
ブ
ル
張
替
、
長
浜
、

た ぷ会計

円の員長入員長出

:十二は金額の11町¥!:)
占める害Ijf，-) 
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黒
出
、
沖
浦
幹
支
線
位
修
工
事
を
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

企
画
費
で
は
、
長
浜
町
探
興
計
画
基

本
構
想
策
定
零
託
料
三
百
万
円
、
町
勢

要
覧
作
成
委
託
料
百
万
円
、

ι
H
白

1
長

一
出
航
路
柄
酌
金
、
過
的
ぺ

λ

補
助
金
な

ど
を
計
上
し
て
い
ま

f
o

生
活
行
政
推
進
費
で
は
、
ゴ
ミ
r

一一一

テ
f
出
動
の
施
設
と
し
て
、
峯
人
/
坊
地

医
、
大
久
保
地
区
、
豊
茂
上
地
区
に
集

会
所
宗
一
建
設
「
る
こ
と
に
し
て
い
支
す
。

ま
た
、
今
年
ヒ
月
二
十

H
か
ら
聞
か

祉
・
児

よ
豆
一
制
祉
-

福
祉
・

は
子
福

祉
・
国

民
年
金

・
生
活

保
護
・

災
害
松

助
な
ど

に
使
う
む

金
の
こ
と

福
祉
人
材
パ
ン
ク

を
設
置

豆霊~司・・E翠霊露密室温・・固血

恥
町
ザ
費

囲
神
瀦
ω生
む

圏園田園田議会。予算の使いみち今年度の特徴

民

老
人
福
祉
に
つ
い
て
、
補
助
金
制
度

の
全
般
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
、
老
人

施
術
費
補
助
金
百
万
円
、
高
齢
者
年
金

と
し
て
二
百
五
十
六
万
円
を
計
上
。
敬

老
会
関
係
で
四
百
十
一
万
四
千
円
、
老

人
ケ
一
プ
プ
育
成
費
に
百
七
万
五
千
円
、
特

刈
養
護
老
人
ホ
ー
ム
負
担
人
主
と
し
て
百

三
十
万
円
、
新
し
く
今
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
る
斜
社
人
材
パ
ン
ク
設
置
事
業
に

五
十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

れ
る
え
ひ
め
一
ア
ク
ノ
ピ
ノ
博
へ
の
参
明

負
担
金
、
パ
ノ
ラ
マ
、
各
種
パ
、
干
ル
、

パ
ピ
リ
オ
ン
展
示
料
な
ど
告
計
上
し
て

い
ま
す
。

電
算
導
入
問
と
し
て
、
現
状
事
務
調

査
お
よ
び
測
定
効
果
、
電
算
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
料
な
ど
あ
わ
せ
て
百
五
十
心
円
。

今
年
九
月
二
十
向
日
で
満
了
と
な
心

町
長
選
挙
費
-:F川
八
十
五
万
七
千
円
。

統
計
費
関
係
で
は
、
事
業
一
寸
統
計
な

ど
八
十
三
万
二
一
「
円
存
一
計
上
し
て
い
ま

トヲ。

6億341万2千円(19.0%)

社
公
福
相
関
係
で

U
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
補
助
念
ご
一
百
ム
‘
十
万
一
千
円
、

丑
度
章
害
者
医
療
費
に
一
「
七
十
-
一
万

一
-
「
円
を
計
上
し
て
い
ま
ト
9
0

母
子
福
祉
で
は
、
零
歳
児
医
療
費
に

三
百
一
万
五
千
円
、
何
千
家
庭
医
療
費

に
一
一
行
七
十
九
万
五
千
円
を
計
に
し
し
て

い
ま
す
。
児
ト
車
福
相
と
し
て
、
児
主
子

当
の
ト
ヘ
幅
改
正
じ
よ
り
九
%
減
額
一
ム
下

山
百
五
十
二
万
六
千
円
存
一
、
国
民
年
余

も
改
正
さ
れ
一
千
六
百
六
十
二
万
七
千

円
計
上
し
て
い
ま
す
u

還
暦
検
雪2b
ケ 者寄生費
二乙のうど処・富市立衛
手ミトこおに理汚~Jj .生保
主ぷと金伎な物止公全健
…ー

2億6，727万4千円(8.4%)

健
康
守
つ
く
り
と
し
て
、
各
保
健
事
業

を
い
机
近
し
、
各
検
診
の
J

一
正
診
車
向
上
を

阿
る
た
め
、
昨
年
に
続
け
で
本
年
も
U

年
検
診
一
同
山
十
一
二
歳
、
女
子
一
一
十
二

ι成

を
対
象
に
山
門
が
ん
倹
診
、
子
山
い
い
が
ん
検

診
」
を
行
い
、
新
た
に
一
m
M
H
検
訟
を
無

料
?
だ
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
険
診
は
、
今
年
六
十
一
歳
右
一
迎
え

た
方
を
付
象
に
目
、
か
ん
検
診
を
す
る
も

の
で
、
が
ん
の
半
期
経
兄
等
健
康
胤
進

を
図
る
二
と
い
い
し
て
い
ま
す
。

公
害
対
策
ど
し
て
は
、
新
た
に
河
川

山
富
栄
養
化
を
訓
託
す
る
た
め
、
七
河

川
ヘ
地
点
で
河
川
水
中
に
台
ま
れ
つ
察

素
、
燐
の
量
を
べ
刀
析
す
る
費
用
十
八
万

九
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
十
九

農林水産業費
のう;..'関
こわに係漁村、農
と合 f吏な業業業

十甘
改橘
植老
事木
業固
な
ど

農
業
委
員
会
費
に
行
け
て
は
、
農
業

有
の
地
位
向
上
を
期
す
る
た
め
の
委
員

会
運
討
と
活
動
費
及
び
農
地
調
整
費
用

な
ど
の
経
費
一
千
二
十
A

万
八
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
費
で
は
、
農
業
生
産
、
流

通
基
盤
村
正
備
事
業
及
び
生
産
性
向
上
の

た
め
の
諸
事
業
に
関
す
る
補
助
金
、
各

種
協
議
会
の
負
抗
金
九
百
十
三
万
四
千 51:意9，296万5千円(18.7%)

性質LJ見

31億7，352万
(金額は f1'1単位)
(ほ辺;なとド]内数
(%は f.算総領に

ぬd
移民一

Fよ

←占

三ノl建設事業費 7r~8. 2627) 1千円
(24， ) 

i品自

島!記。
乱含輔

竜彦も
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開盟理圏盟議会@予算の使いみち今年度の特徴

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
お
も
な

も
の
は
、
柑
橘
産
地
若
返
り
の
た
め
の

老
木
園
改
植
事
業
と
農
地
流
動
化
奨
励

事
業
、
養
蚕
団
地
再
編
整
備
事
業
な
ど
、

そ
の
他
国
の
施
策
で
あ
る
水
田
利
用
再

編
対
策
に
必
要
な
生
産
調
整
事
務
費
、

畜
産
振
興
の
た
め
の
共
進
会
等
の
補
助

金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

県
単
土
地
改
良
事
業
と
し
て
城
ノ
台

農
道
改
良
工
事
の
ほ
か
七
か
所
の
舗
装
、

水
路
の
改
良
、
一
ま
た
単
独
に
よ
る
農
業

用
施
設
の
補
修
費
な
ど
を
計
上
し
て
い

土
品
」

9
0

国
士
調
査
費
で
は
、
継
続
実
施
し
て

い
る
地
籍
調
査
に
係
わ
る
測
景
費
、
集

成
同
等
の
作
成
、
登
記
事
務
に
必
要
な

経
費
一
一
千
六
百
五
十
七
万
一
千
円
を
計

上
。
六
十
一
年
度
に
実
施
す
る
地
域
は
、

大
字
下
須
戒
の
一
部
二
・
二
一
一
平
万
キ

ロ
川
で
す
。
ま
た
、
面
積
測
定
、
集
成

図
、
復
凶
作
成
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

に
測
量
完
了
の
大
字
穂
積
の
一
部
と
大

字
下
須
戒
の
一
部
で
二
・
一
八
千
方
キ

ロ
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。

林
業
費
で
は
、
林
業
振
興
対
策
の
一

環
と
し
て
、
園
、
県
の
補
助
事
業
を
導

入
し
、
生
産
基
盤
整
備
事
業
な
ど
の
経

費
八
百
八
十
九
万
一
千
円
を
計
上
。
お

も
な
も
の
は
、
間
伐
促
進
対
策
事
業
、

松
く
い
虫
被
害
跡
地
造
林
対
策
事
業
、

し
い
た
け
生
産
振
興
事
業
な
ど
で
す
。

ま
た
、
叶
松
j
足
山
線
の
林
道
開
設

に
一
千
二
万
五
千
円
、
林
道
出
石
寺
線

開
設
に
一
千
十
六
万
二
千
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

水
産
振
興
費
で
は
、

A
フ
坊
、
櫛
片
土
地

区
の
漁
船
補
給
施
設
設
置
工
事
費
の
ほ

か
、
漁
業
振
興
、
漁
場
整
備
の
た
め
の

補
助
金
一
千
八
百
二
十
七
万
円
、
魚
礁

設
置
関
係
で
は
、
築
い
そ
、
並
型
魚
礁

の
工
事
請
負
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
漁
港
建
設
に
つ
い
て
は
、
沖
浦
漁
港

の
ほ
か
四
港
に
つ
い
て
管
理
費
と
あ
わ

せ
て
二
億
九
千
五
百
五
十
一
万
七
千
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

土木費
のうど方包 J亘i亘
こおに設安・ド港河道
と金 f吏な全交水湾川路

道
路
網
整
備
計
画
書

を
作
成

土
木
総
務
費
で
は
、
道
路
網
長
期
繋

備
計
画
書
作
成
委
託
料
百
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

国
庫
補
助
、
県
費
補
助
な
ど
を
市
用

し
て
、
町
道
柿
ノ
久
保
線
ほ
か
十
一
二
か

所
の
改
良
、
舗
装
、
橋
梁
改
修
な
ど
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

河
川
維
持
関
係
で
は
、
谷
v

仁
川
護
岸

復
旧
な
ど
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

港
湾
に
つ
い
て
は
、
港
湾
台
帳
図
面

の
修
正
む
よ
び
施
設
、
内
港
清
掃
費
な

ど
あ
わ
せ
て
丘
百
二
一
万
五
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
施
設
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設

問
に
二
百
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

端
麗工費
と金使関
のう係観工商
こわに光業業

2億5，218万6千円(7.9%)

商
工
業
振
興
費
な
ど

商
工
業
の
振
興
を
凶
る
た
め
の
補
助

金
及
び
中
小
企
業
振
興
資
金
の
融
資
に

必
要
な
預
託
金
、
ま
た
観
光
事
業
推
進

の
た
め
の
補
助
金
、
負
担
金
等
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
、
街
路
灯
の
修
繕
費
及
び
公
園
等

の
維
持
管
理
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
。議場→)

防
火

防
災
の

た
め
に

使
う
お

金
の
こ

ル」

消防費

消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
購
入

今
年
度
は
、
四
十
七
札
方

U
級
の
防
火

水
槽
二
基
(
紫
、
豊
茂
)
を
設
置
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
浜
分

団
第
一
て
部
(
沖
浦
)
へ
消
防
ポ
ン
フ
自

動
車
を
、
士
口
一
ハ
ナ
タ
灘
分
間
へ
小
型
動
力
ポ

ン
プ
を
購
入
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま 2，397万6千円(0.7%)

!教育費

れ用な健民£般教育
まもど f本館金に育園学
す合の育・で f吏の社校
ま費.1呆公う全会教

2億6，079万円(8.2%)

自
然
教
室

推
進
事
業
な
ど

長
中
生
徒
の
健
全
育
成
と
生
徒
指
準

の
充
実
を
同
り
、
集
団
宿
泊
生
活
を
通

じ
て
の
人
間
及
び
自
然
的
ふ
れ
合
い
や

地
域
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
、
生
徒
の

心
身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
健
全
育
成

に
資
す
る
た
め
の
自
然
教
室
惟
進
事
業

費
や
社
会
教
育
関
係
、
学
校
管
理
費
等

に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

1億1，297万3千円(3.6%)

特主主、
五色
在員
でト

ヲっ

多
く
な
っこ主了にの会
てと金 f吏た運町
子 のうめ討議
す~ 5，967万9千円(l.9%

忍匂
議会費

とわめなイ牛
金にどの労
の使の改働
こうた善条

163万6千円(0.1%

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
管
理
委
託

料
な
ど
で
、
総
額
一
四
・
八
%
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

す
。総---l..!

額ぷ~III，，~

主岬 li;tsl;;:;q 
J山ニ判
長公債費
i と金の
ごと の i亙 f昔
ぜ ~主主
I，~' 5億9，917万1千円
玉 (18.9%)

法寝込

975万3千円(0.3%)

亡宇 品25
示額
C で

0 

二 予備費
%金に目つじ
多の{吏白勺てめあ
くこう以ぃ定ら
なとわタトるまか
--:> 

て

国民健康
保険

8億908万1千円

医
療
費
改
正
、
医
療
技
術
向
と
な
ど

に
よ
り
医
療
費
は
伸
び
て
お
り
ま
す
が
、

老
人
保
健
法
の
改
正
に
よ
っ
て
老
人
保

健
拠
出
金
の
大
幅
な
減
額
が
見
込
ま
れ

る
た
め
約
五
%
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
健
康
守
つ
く
り
対
策
を
充
実
さ
せ
て

医
療
費
の
抑
制
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

土
ま
」

9
0
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老人保健

5億8，206万3千円

p まく
まずな
すがり

今年
年々
も医者
療が七
二費年寸 月ゆ去、
%が間歳 、岩位協
多上半勺 PJ， (，士無デ宍4
く 界一[7LJ J-_ r:~r J 1f 
なし f-の企薄明rο
って人受弐月九-=

てい多キゐ

号
診
療
収
入
が
減
少
し
て

い
る
た
め
約
八
%
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
単
年
度
赤
字
解
消

分
百
六
卜
八
万
二
一
千
円
と
累
積
赤
字
解

消
分
百
万
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
て

赤
字
解
消
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国保直診

716万円

園田盟国議会・そのほか決まったこと

臨海土地
造成事業

24i意8，817万8千円

昭
和
六
十
年
七

月
に
今
坊
地
医
埋

立
造
成
工
事
に
着

手
し
、
四
百
五
十

川
川
の
護
岸
の
概
成

を
し
ま
し
た
o
A
7
年
度
は
引
き
続
い
て

六
百
七
十
灯
の
護
岸
の
概
成
を
行
う
こ

と
に
し
て
む
り
、
そ
れ
に
必
要
な
経
費

お
よ
び
借
入
金
に
対
す
る
利
息
等
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

j巷湾施設

1，250万円

五輪

L 
T 

ま
-9 

二子 j巷一
二 i~雪
白ー B包
五設
i管
7jJ里
円の
計た
r.め

警住宅新築資金

高等貸付主主
主l 2，964万1千円

ノかあ和T '" 
くる築本 /し
な見年 t ，1;' 
-つ込 f午度..."c:_当必ヲ
人みのは |扇 gドよー「

:ーで希、山.;~
干す雫 it_l且~

刀、 主ニ

業一

3

9

事
一
刊
乙
廿
削
臼
一

道
五

b
r
b

水
一
間
今
年
度
は
、
大
久
保
一
地

易
一
指
医
に
簡
易
水
道
を
設
置
す

ぽ
間
一
る
ほ
か
、
五
十
八
年
度
か

ら
の
継
続
事
業
で
あ
る
西
南
地
区
簡
易

水
道
施
設
整
備
事
業
が
完
了
す
る
予
定

で
す
。時

一
劇
関
川

道
一
軍
今
年
度
は
、
浄
水
一
施
設

丈
一
犠
と
し
て
柴
浄
水
場
内
に
急

オ
つ
一
速
ろ
過
装
置
二
基
を
設
置

す
る
ほ
か
、
五
十
八
年
度
か
ら
の
継
続

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
送
、
配
水

管
布
設
径
の
う
ち
、
小
浦
j
沖
浦
聞
を

整
備
し
、
西
南
地
区
簡
水
へ
続
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

柴
U
ノ
浦
地
区
に
給
水
す
る
た
め
送

水
管
布
設
、
増
恒
ポ
ン
プ
の
繋
備
、

部
港
町
地
反
の
配
水
管
を
布
設
相
H

え
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。一組町

用
業
一
川

一
宇
事
一
崎

、ノ斗百一言

;
し
一
一
団
昭
和
六
十
年
度
に

]
，
司
一
料
金
改
定
を
行
っ
て

現
庄
一
ト
ン
当
た
り
十
四
円
の
基
本
料

金
で
計
算
、
昭
和
電
工
に
つ
い
て
は

別
途
負
担
金
九
百
八
十
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

ムM
ムM
す
す
λ
V
す
す
八
百
台
育
A
V
す
よ
凶
ム
日
ム
M
人
討
す
人
M

晩
か
ん
類
等
流
通

施
設
整
備
事
業

補
助
な
ど

一
般
会
計
補
正

昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
予
算
に
四

億
一
千
四
百
八
十
九
万
一
一
一
千
円
が
減
額

補
正
さ
れ
、
予
算
総
額
は
つ
一
十
六
億
四

百
六
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
し
た
お
も
な
使
い
み
ち
は
次
の

通
り
。
{
総
務
費
}
職
員
退
職
に
よ
る
退
職
手

当
組
合
負
担
金
二
百
二
十
七
万
円
。

一
民
生
費
}
身
体
障
害
者
ホ

l
ム
ヘ
ル

パ

l
設
置
委
託
料
十
九
万
八
千
円
。

地
方
改
善
対
策
で
大
谷
口
地
区
道
路
は

本
年
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
四
億

三
千
四
百
二
一
十
一
万
円
減
額
補
正
。

一
衛
生
費
一
野
犬
補
獲
器
の
購
入
、
公

衆
浴
場
設
備
改
善
に
よ
る
補
助
金
、
火

葬
炉
の
修
繕
費
あ
わ
せ
て
百
一
一
十
五
万

冗
千
円
。

一
農
林
水
産
業
費
}
晩
か
ん
類
等
流
通

施
設
整
備
事
業
補
助
一
千
百
十
万
七
千

円
。
柴
大
越
地
区
内
の
排
水
路
改
修
工

事
請
負
費
林
業
振
興
補
助
、
作
業
林

道
開
設
補
助
あ
わ
せ
て
一
二
百
八
十
四
万

円
。
肱
川
流
域
稚
魚
放
流
事
業
補
助
八

万
四
千
円
。

一
土
木
費
}
内
港
物
揚
場
階
段
補
修
費

-

J

十
万
円
。
小
浦
同
地
内
装
工
事
と
ム
ソ

坊
岡
地
浄
化
槽
汲
取
代
合
わ
せ
て
五
十

七
万
六
千
円
。

固
定
資
産
評
価
審
査
会
委
員
に

徳
田
さ
ん
を
再
選
任

長
浜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
会
委
員

徳
田
平
八
郎
さ
ん
(
戒
川
)
は
、
一
一
一
月

一
一
一
十
一
日
で
同
委
員
会
委
員
の
任
期
が

満
了
の
た
め
、
後
任
委
員
に
成
川
の
徳

川
平
八
郎
さ
ん
(
六
十
一
歳
)
を
再
選

任
、
議
会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
万

場
一
致
で
同
意
さ
れ
問
委
員
に
決
ま
り

ま
し
た
。
任
期
は
、
二
一
年
で
、
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。

長
浜
の
金
橋
通
朝
さ
ん
、
出
海
の
藤

井
嘉
友
さ
ん
、
戒
川
の
徳
田
平
八
郎
さ

ん。

議
員
報
酬
、
三
役
、

教
育
長
給
与
を
改
正

特
別
職
と
一
般
職
と
の
給
与
に
不
均

衡
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
「
長
浜

町
議
会
議
員
等
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
」
「
長

浜
町
、
助
役
、
収
入
役
給
与
条
例
」
の

一
部
を
そ
れ
ぞ
れ
改
正
、
今
年
の
七
月

か
ら
報
酬
や
給
料
月
額
を
次
の
通
り
改

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
0

(

)

は
改

正
前
の
額
。

{
町
謹
会
議
員
報
酬
月
額
一
議
長
日
卜

八
万
九
千
円
(
十
七
万
一
千
円
)
マ
副

議
長
引
十
五
万
八
千
円
(
十
四
万
五
千

円
)
マ
議
員
日
ト
阿
万
六
千
円
(
十
三
一

万
四
千
円
)

{
町
三
役
}
町
長
川
五
十
八
万
二
千
円

(
五
十
万
八
千
円
)
マ
助
役
日
四
十
七

万
五
千
円
(
四
十
三
万
六
千
円
)
マ
収

入
役
日
四
十
四
万
一
千
円
(
四
十
万
五

千
円
)
ま
た
、
同
じ
理
由
に
よ
り
「
長
浜
町

教
育
長
給
与
条
例
」
の
一
部
も
改
正
さ

れ
、
教
育
長
の
給
料
月
額
が
次
の
通
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

{
教
育
長
一
四
十
一
万
四
千
円
(
三
十

七
万
七
千
円
)

特
別
職
、
教
委
、
農
委

の
報
酬
額
も
改
正

長
浜
町
特
別
職
職
員
、
同
教
育
委
員

会
委
員
、
同
農
業
委
員
会
委
員
等
の
「
報

酬
お
よ
び
費
用
弁
償
条
例
」
の
一
部
を

そ
れ
ぞ
れ
改
正
し
て
、
こ
と
し
の
七
月

一
日
か
ら
報
酬
額
を
次
の
と
お
り
改
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
(
)
は
改
正

前
の
額
。

一
監
査
委
員
報
閏
年
額
}
議
員
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員
日
十
七
万
八
千
円
(
卜

六
万
四
千
円
)
マ
知
識
経
験
委
員
日
二

十
一
万
五
千
円
(
十
九
万
八
千
円
)

一
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
一

委
員
長
引
四
万
三
千
円
(
四
万
円
)
マ

委
員
川
三
万
八
千
円
(
三
万
五
千
円
)

一
教
育
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
一
委
員
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長
け
二
十
一
-
万
八
千
円
(
二
十
今
万
円
)

マ
委
員
U
一
↓
十
万
一
一
千
円
(
十
八
万
七

千
円
)

一
農
業
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
一
会
長

川
十
七
万
八
千
円
(
十
六
万
四
千
円
)

マ
会
長
代
田
刊
川
十
六
万
四
千
円
(
卜
冗

万
一
千
円
)
マ
委
員
H
十
五
万
円
(
十

一
二
万
八
千
円
)

石
堂

1
豆
柳
線
町
遭
認
定

今
回
、
「
石
堂

1
豆
柳
線
」
が
町
道
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
路
線
は
、

戒
川
地
区
内
の
集
落
、
県
道
藤
縄

1
長

浜
線
、
町
道
豆
柳
1
大
戸
線
に
接
続
し

て
お
り
、
道
路
網
形
成
上
半
要
な
路
線

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す。

百
歳
を
初
歳
以
上
に

高
齢
者
年
金
条
例

長
浜
町
高
齢
者
年
金
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
ニ
れ
ま
で
七
十
五
歳
以
上

の
お
年
寄
り
に
年
四
千
円
支
給
し
て
け

た
も
の
が
四
月
一
げ
か
ら
年
齢
が
八
十

歳
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ー幽臨E 議会@一般質問

庁
舎
建
設
の
準
備

長
浜
町
庁
舎
建
設
基
金
条
例

長
浜
町
振
興
計
一
山
基
本
構
想
に
基
づ

い
て
、
庁
舎
の
建
設
資
会
を
積
立
て
る

た
め
、
長
浜
町
庁
舎
逮
設
基
金
条
例
を
定

め
ま
し
た
一

こ
れ
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
長
浜
町

庁
舎
を
改
築
す
る
た
め
の
準
備
基
金
で

あ
り
、
今
年
度
か
-
L

リ
建
設
年
度
に
お
け

る
財
政
庄
迫
を
き
た
さ
な
い
よ
う
財
政

の
許
せ
る
範
囲
内
で
古
川
止
で
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

港
湾
整
備
を
円
滑
に

港
湾
整
備
基
金
条
例

長
浜
町
港
湾
整
備
基
金
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
振
興
計
画
基

本
時
間
想
に
基
づ
く
港
湾
整
備
を
円
滑
に

推
進
す
る
た
め
、
い
つ
で
も
財
政
対
応

が
で
き
ろ
ょ
う
基
金
を
設
け
る
も
の
で

す。
長
浜
水
族
館
を
廃
止

ご
の
た
び
長
浜
町
水
族
館
設
罰
に
問

す
る
条
例
が
廃
止
主
れ
ま
し
た
。
長
浜

水
族
館
は
、
県
下
で
唯
一
の
本
旅
館
で

あ
り
、
立
十
年
余
り
の
歴
史
を
も
っ
て

い
ま
す
が
、
老
朽
化
し
た
施
設
を
そ
の

ま
ま
作
続
す
る
ヲ
一
と
に
問
題
が
あ
り
、

六
十
年
度
に
杭
訟
全
取
り
壊
し
た
も
山

で
、
そ
の
た
め
条
例
今
、
廃
止
す
る
こ
と

に
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
長
浜
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
の
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
、
長

浜
町
老
人
施
術
相
酌
金
支
給
条
例
、
長

山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
、
職
員
の
給

与
、
特
殊
勤
務
予
当
に
関
す
る
条
例
の

-
部
が
改
正
さ
れ
た
ほ
か
、
長
浜
町
体

育
照
明
均
設
、
町
立
学
校
屋
内
運
動
場

使
用
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
?
レ
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
城
一
ド
同
政
雄
一
両

員
、
二
世
]
一
点
徳
議
員
、
和
田
永
育
課
員
、

田
中
堅
太
郎
議
員
、
大
肝
点
九
議
員
、

西
宮
正
面
十
議
員
、
一
束
正
行
議
員
行
質
問

存
行
い
ま
し
た
。

今
坊
地
区
埋
立
工
事

六
十
四
年
日
完
成

ー
第
二
次
開
発
の
現
況
と

今
後
の
工
程

1

城
戸
周
忌
員
:
・
円
高
、
ド
ル
安
と
い

う
こ
と
で
、
輸
出
産
業
が
非
常
に
低
迷

し
て
い
る
が
、
長
浜
町
が
企
業
奈
詑
致

し
よ
う
と
し
て
い
る
石
橋
産
業
、
及
び

セ
ン
ト
ラ
ル
や
地
場
産
業
は
輸
出
に
関

連
が
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
。
あ
る
と

す
れ
ば
企
業
と
の
接
触
を
ぞ
の
後
行
っ

て
い
る
の
か
。

現
在
ま
で
の
経
過
報
告
と
埋
立
工
事

の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

間
刊
し
リ
一
工
事
の
今
後
の
工
科
と
完
成
し

た
と
き
、
こ
の
港
湾
が
重
要
港
湾
へ
昇

格
す
る
見
通
し
が
あ
る
の
か
、
な
い
の

カ
臨
海
土
地
造
成
事
業
の
会
計
を
み
る

と
、
六
十
年
度
が
十
問
億
百
二
十
万
円

で
今
子
一
了
一
%
、
六
十
一
年
度
が
二
十

四
億
八
千
八
百
十
七
万
八
千
円
の
三
九
-

九
%
で
合
計
六
一
・
同
%
と
な
コ
て
い

る
。
完
成
が
六
十
四
年
の
十
一
月
末
と

す
れ
ば
、
一
-
午
十
一
か
月
で
残
り
一
二
九

べ
と
い
う
ご
レ
一
に
な
る
。
一
一
年
間
で
六
一

%
で
き
る
の
が
、
な
ぜ
一
一
年
と
十
一
か

円
か
か
っ
て
あ
と
の
残
り
が
四
O
%
弱

に
な
る
の
か
。

日
本
経
済
も
世
界
的
な
不
況
の
中
で

応
を
つ
き
、
円
高
、
ド
ル
安
が
続
い
て

む

η
、
第
三
次
開
発
事
業
を
進
め
る
こ

ど
は
企
業
の
立
地
の
問
題
か
ら
し
で
同

難
で
L

よ
る
と
思
う
が
、
こ
内
よ
う
な
不

景
気
な
と
き
で
あ
る
か
ら
開
発
事
業
を

推
進
し
て
、
長
浜
町
の
経
済
発
民
、
景

気
浮
揚
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。
本
町
の
人
口
も
合
併
汽

時
か
ら
比
べ
る
と
約
九
千
五
百
人
減
っ

て
お
り
、
こ
れ
改
若
い
者
が
働
こ
う
に

も
働
く
場
所
が
会
い
か
ら
だ
と
思
う
η

今
後
第
三
次
関
代
止
に
つ
い
て
、
現
在

内
港
湾
の
埋
立
て
と
並
行
?
ν
て
そ
の
沖

ヘ
約
丘
万
坪
の
埋
立
企
業
の
立
地
を
す

る
身
え
は
あ
る
が
。
ご
の
構
相
む
を
推
進

す
る
う
え
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
・
企
業
立
地
の
現
況
に
つ

い
て
は
、
県
内
、
県
外
企
業
あ
わ
せ
て

十
二
社
か
ら
土
地
取
得
申
し
入
れ
が
あ

り
、
工
場
建
位
計
尚
書
が
提
出
さ
れ
、

用
地
譲
汚
芳
岩
手
締
結
済
み
で
あ
ブ
つ
。

二
み
卜
二
社
に
つ
い
て
立
、
工
事
の
現

汎
片
手
の
報
告
を
行
い
接
触
を
続
け
ど
い

る。
経
過
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
七

月
二
十
六
日
仁
起
工
式
売
行
け
、
工
事 450mの概成ができた埋立地

に
着
手
、
そ
の
後
湾
岸
川
百
五
十
日
が

ほ
ぼ
概
成
し
、
伊
方
原
発
↓
一
一
刀
機
建
設

残
土
を
叉
け
入
れ
る
た
め
の
試
験
投
入

を
行
い
、
そ
の
状
況
を
調
査
し
て
結
果

は
良
好
で
あ
っ
た
た
め
今
年
二
月
十
日

か
ら
投
入
を
開
始
し
て
い
る
。

現
況
と
し
て
は
、
六
十
年
度
予
定
一

号
護
岸
四
百
五
十
げ
の
概
伐
を
終
り
、

残
り
の
一
号
議
岸
と
一
一
号
護
岸
の
一
部

基
礎
捨
石
及
び
伊
方
原
発
三
号
機
建
設

伐
土
約
一
-
千
五
百
江
ト
か
じ
の
受
け
入
れ

を

L
て
い
る
。
昭
和
六
十
一
年
度
は
、

一
丹
護
岸
の
残
り
二
百
六
十

ν、
二
刀

護
岸
四
百
十
日
の
概
成
を
行
い
、
一
部

三
号
護
岸
の
基
礎
捨
石
、
語
砂
の
施
工

と
汚
濁
防
止
膜
の
移
設
を
行
う
計
画
で

あ
る
。
ま
た
、
建
設
残
土
約
六
十
万
守
一

方
い
を
受
け
入
れ
る
計
画
で
四
国
電
力

と
つ
め
が
一
行
っ
て
い
る
〉
六
十
二
年
度

に
、
一
一
号
護
岸
の
概
成
を
行
う
と
と
も

に
、
一
号
、
一
五
円
護
岸
の
上
部
工
に
取

り
か
か
り
順
次
護
岸
の
完
成
を
行
い
、

残
り
の
伊
方
の
石
材
百
万
立
方
M
余
り

の
受
け
入
れ
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
六
十
一
二
年
度
に
は
、
前
面
海

域
よ
り
ポ
ン
プ
没
せ
つ
を
行
山
、
六
十

同
年
度
は
絵
地
を
行
っ
て
、
排
水
工
、

道
路
工
売
施
工

L
、
十
一
月
完
成
の
予

定
で
努
力
し
て
い
る
。

第
一
一
次
、
第
三
次
開
発
事
業
の
完
成

を
い
打
指
す
た
め
に
は
、
長
浜
港
が
重
要

港
湾
に
U
H
倍
し
、
港
湾
整
備
の
促
進
を

同
る
二
と
が
不
可
欠
で
あ

η
、
六
卜
一

年
度
か
ら
沼
市
と
と
も
に
国
ヘ
陳
情
を
行

う
な
ど
の
積
極
的
な
運
動
を
展
開
し
、

い
ハ
寸
二
あ
る
い
は
六
十
二
一
年
度
を
円
標

に
釘
惰
を
鳴
た
し
た
け
と
与
え
て
い
る

予
算
酌
に
工
事
の
進
度
が
一
い
う
と
、
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六
十
年
度
が
十
二
億
六
千
六
百
万
円
、

六
十
一
年
度
が
-
一
ト
l

ご
一
億
四
千
三
百
万

円
、
六
十
二
年
度
五
億
七
千
万
円
、

六
十
二
一
年
度
十
七
億
九
百
万
円
、
六
十

四
年
度
四
億
六
千
二
百
万
円
で
あ
り
、

六
ト
一
一
一
年
度
の
工
事
が
少
な
い
の
は
、

三
号
機
建
設
残
土
百
六
十
五
万
立
方
汀

を
受
け
入
れ
る
た
め
、
む
こ
う
の
仁
事

と
こ
ち
ら
の
工
事
の
進
み
具
合
の
か
み

合
わ
せ
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
経
過
に

な
っ
て
い
る
の
で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

第
三
次
開
発
に
つ
い
て
は
現
在
構
想

を
策
定
中
で
あ
り
、
内
港
理
一
江
て
造
成

事
業
の
第
一
工
区
と
防
波
堤
前
面
理
立

て
造
成
事
業
の
第
-
一
工
区
に
分
け
て
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
第
一

工
区
は
、
町
の
中
枢
的
機
能
と
し
て
の

都
市
機
能
用
地
、
及
び
町
民
憩
い
の
場

と
し
て
の
生
活
環
境
整
備
用
地
を
配
し
、

第
一
一
工
区
は
港
湾
関
連
用
地
、
ふ
頭
用

地
、
工
業
用
地
、
都
市
再
開
発
問
地
等

を
中
心
と
し
た
構
忽
で
あ
る
。
役
場
庁

舎
等
緊
急
を
一
要
す
る
第
一
工
区
の
埋
立

て
か
ら
子
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
事
業
計
画
を
早
急
に
取
り
ま

と
め
、
六
十
一
年
度
か
ら
関
係
調
査
に

入
り
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
等
を

終
え
、
実
施
計
画
を
策
定
し
、
内
港
の

理
江
て
造
成
に
人
り
た
い
と
考
え
て
い

る。
城
戸
岡
議
員
・
第
一
-
次
開
発
は
年

次
計
画
で
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
で
き
る
の

か
。
第
二
次
開
発
の
完
成
に
よ
っ
て
雇

用
の
場
、
要
す
る
に
何
人
く
ら
い
働
け

る
の
か
。

泉
課
長
・
今
坊
地
区
の
分
に
つ
い
て

の
雇
用
人
員
は
三
百
七
十
八
人
で
あ
る
。

内
港
と
か
外
港
の
分
に
つ
い
て
は
煮
つ

ま
っ
て
い
な
い
。

今
坊
地
区
の
埋
な
で
は
、
六
十
四
年

の
十
一
月
に
工
事
は
終
り
、
残
り
数
か

月
で
地
名
や
番
地
を
つ
け
た
り
、
竣
工

の
確
認
の
事
務
な
ど
を
し
て
翌
年
令
二
月

末
に
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。

清
水
主
幹
・
工
事
は
、
護
岸
工
事
、

埋
立
て
工
事
、
排
水
路
、
道
路
、
繋
地

工
事
の
三
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

護
岸
仁
事
が
事
業
費
の
七

000
近
く
を

上
円
め
て
い
る
。

出
来
高
と
し
て
は
、
六
十
年
度
二

O

%
、
六
十
一
年
度
五
七
%
、
六
十
二
年

度
六
六
%
、
六
十
一
一
一
年
度
九
三
一
一
%
、

六
十
同
年
度
の
十
一
月
で
百
九
と
い
う

数
字
で
設
定
し
て
い
る
。

P
T
A
、
父
兄
の

協
力
を
得
て

戒
川
小
改
築
は
検
討

ー
教
育
問
題

1

二
宮
(
義
)
議
員
:
学
校
の
施
設
に
つ

い
て
は
毎
年
の
よ
う
に
意
欲
的
に
整
備

さ
れ
、
義
務
教
育
課
程
十
校
の
中
で
は

大
体
九
割
程
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と

思
う
。
過
疎
の
中
に
あ
る
戒
川
小
学
校

は
危
険
校
舎
の
中
に
人
っ
て
お
り
、
児

童
数
は
非
常
に
少
な
い
け
れ
ど
も
、
地

元
と
し
て
は
改
築
し
て
欲
し
い
と
い
う

要
望
で
あ
る
が
、
町
の
教
育
行
政
の
中

で
の
理
事
者
と
委
員
会
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
統
合
す
る
の

か
、
し
な
い
の
か
。

一
月
十
九
日
に
長
浜
中
学
校
統
合
二

十
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

皆
さ
ん
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

衆
議
院
議
員
西
田
先
生
か
ら
「
一
番
良

か
っ
た
学
校
が
一
季
悪
く
な
っ
た
」
と

い
う
発
言
、
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
取
め
て
い
る

か
。
今
後
の
取
り
組
み
方
を
委
員
会
と

し
て
、
考
え
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
理
事
者
と
の
話
し

合
い
は
あ
っ
た
か
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
。

義
務
教
育
は
、
現
場
と
行
政
と
教
育

委
員
会
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
取
り
組
ま

な
い
と
教
育
効
果
は
上
っ
て
こ
な
い
と

思
う
。
委
員
会
は
そ
の
よ
う
な
現
場
と

の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
イ
ジ
メ
と
か
暴
力
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
く
る

と
思
う
。
学
校
の
校
長
以
下
現
場
の
先

生
が
委
員
会
の
ふ
と
こ
ろ
の
中
に
入
っ

て
い
く
と
共
に
、
今
後
そ
う
い
う
問
題

点
を
解
き
、
整
理
し
て
心
配
を
か
け
な

い
体
制
を
つ
く
り
、
時
を
と
ら
え
た
会

合
な
ど
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
義

務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

A
7
の
よ
う
な
大
事
な
教
育
行
政
の
中
、

ま
が
い
的
な
立
場
で
責
任
を
ま
っ
と
う

2人が入学した戒川小学校

す
る
こ
と
は
で
き
に
く
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
委
員
会
と
し
て
こ
れ
で

十
分
だ
と
い
う
考
え
が
み
る
の
か
。

旧
長
浜
町
に
は
自
由
に
使
え
る
公
民

館
や
集
会
所
が
な
く
、
「
問
書
館
な
ど
も

お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
と
、
「
や
り
ま

す
」
と
い
う
返
事
で
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
考
え
方
で
そ
う
い
う
返
事
を
し
て

い
る
の
か
。

三
井
教
育
長
--s
中
学
校
統
公
の
時
に
、

そ
の
条
件
と
し
て
小
学
校
は
統
合
し
な

い
と
い
う
約
束
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
、
戒
川
小
は
児
童
十
瓦
人
、
先
生

山
人
で
複
式
の
ご
一
学
級
で
経
門
戸
さ
れ
て

お
り
、
教
育
効
果
は
上
が
り
に
く
い
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
地
域
の
人
も

非
常
に
熱
心
に
学
校
の
存
続
に
つ
い
て

考
え
て
む
ら
れ
、
早
晩
新
設
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
感
じ
て
お

り
、
統
合
と
い
う
形
は
と
り
た
く
な
い

と
い
う
の
が
偽
ら
ざ
る
気
持
で
あ
る
。

地
域
の
人
で
、
運
動
場
の
拡
張
を
盛
ん

に
や
っ
て
頂
い
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
の
上
に
た
っ
て
今
後
の
配
慮
を
考

え
て
い
き
た
い
。

長
浜
中
学
校
は
過
去
二
年
問
、
文
部

省
の
指
定
に
な
っ
て
わ
り
、
生
徒
指
導

の
研
究
指
定
校
と
い
う
こ
と
で
学
校
も

取
り
組
ん
で
わ
り
、
委
員
会
と
し
て
も

そ
の
よ
う
な
形
で
対
応
し
て
き
て
い
る
。

一
一
年
日
の
当
初
に
事
件
が
起
こ
り
、

非
常
に
シ
ヨ

y
キ
ン
グ
な
気
持
ち
を
も

っ
た
が
、
そ
の
後
P
T
A
会
長
を
は
じ

め
、
父
兄
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
現

在
の
よ
う
な
形
で
対
応
し
て
い
る
。
子

供
た
ち
は
、
教
師
の
団
結
、
そ
し
て
子

供
の
心
に
く
い
入
る
よ
う
な
対
応
、

か
た
く
な
な
気
持
ち
を
解
き
ほ
ぐ
し
て

い
く
よ
う
な
姿
勢
、
そ
う
い
う
も
の
が

私
達
に
は
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ

て
い
る
。
教
育
事
務
所
長
や
管
理
主
事
、

生
徒
指
導
課
長
と
も
懇
談
を
し
た
り
、

今
後
の
対
応
な
ど
も
十
分
話
し
会
っ
て

い
る
。一
-
十
周
年
の
時
の
む
話
は
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
一
人
で
あ
り
、
そ
の
後
の
問

題
に
つ
い
て
は
校
長
と
も
話
し
会
い
を

進
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
む
り
、

P
T

A
の
会
合
に
も
参
加
さ
せ
て
漬
き
、
意

見
を
述
べ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
も
こ
の
こ
と
は
話
し
合
っ
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
で
て
く
る
現
状

の
中
で
は
、
満
足
感
は
ひ
と
つ
も
も
っ

て
い
な
い
。
そ
の
辺
の
対
応
を
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
姿
勢
だ
け
は
堅
持
し
て
、
十
分

白
覚
を
も
っ
て
い
る
。

二
宮
町
長
・
・
戒
川
小
の
児
者
数
に
つ

い
て
今
後
ど
の
よ
う
な
推
移
を
た
ど
る

か
現
在
確
認
し
て
い
な
い
が
、
減
少
す

る
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
、
改
築

す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検

討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
だ
と
思

っ
て
い
る
。

公
民
館
、
図
書
館
等
に
つ
い
て
は
、

第
三
次
開
発
と
合
わ
せ
て
建
設
の
計
画

が
あ
り
、
当
面
分
室
と
か
体
育
館
の
一

部
を
改
造
し
て
読
書
が
で
き
る
よ
う
な

施
設
を
造
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る。

地
方
交
付
税

四
%
の
伸
び

ー
財
政
運
営

1

和
国
議
員
・
:
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
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あ
る
今
日
、
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
前

年
度
当
初
予
算
対
比
、
構
成
比
率
は
マ

イ
ナ
ス
六
・

-

W

句
、
経
常
経
費
は
六
%

増
の
七
五
・
一
一
一
%
で
あ
り
、
財
政
収
支

は
良
好
だ
と
思
う
が
、
建
設
事
業
費
は

マ
イ
ナ
ス
一
一
一
O
%
と
極
単
な
圧
縮
を
さ

れ
て
い
る
c

歳
入
国
の
地
方
交
付
税
は
、

一
0
・
川
%
増
で
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

増
え
る
と
桔
叶
印
さ
れ
た
根
拠
は
な
に
か
。

こ
の
予
算
は
、
普
通
交
付
税
の
み
で
計

上
し
て
い
る
の
か
、
特
別
交
付
税
も
今
日

ま
れ
て
い
る
の
か
。
年
度
途
中
に
お
い

て
補
正
財
源
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
と

思
う
が
、
そ
の
財
源
を
地
方
交
付
税
で

貿
保
し
て
い
る
の
か
。

県
支
出
金
が
て
こ
・
五
%
の
増
に
な

っ
て
い
る
が
、
二
の
恨
拠
は
何
か
。
債

務
負
担
行
為
の
支
払
い
は
現
状
の
金
額

で
抗
移
し
て
い
く
の
か
。
債
務
負
担
行

為
の
最
高
ピ

i
ヶ
時
は
い
つ
か
。

次
に
、
行
政
改
革
の
最
大
の
ね
ら
い

は
行
政
の
人
民
や
組
織
を
で
き
る
だ
け

小
さ
く
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
こ

の
た
め
に
は
定
員
削
減
を
見
宵
し
、
勧

奨
退
職
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
又
一
方
職
員
の
意
欲
向

上
の
た
め
給
与
に
関
す
る
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
を
上
げ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

佐
田
岬
半
島
が
半
島
振
興
法
の
地
域

指
定
た
一
丸
け
る
こ
と
が
新
聞
に
で
て
い

た
が
、
ニ
山
手
品
振
興
法
の
指
定
を
受

け
る
と
会
聞
の
同
の
補
助
や
進
出
す
る

企
業
に
対
「
る
地
方
悦
の
減
免
な
ど
財

政
上
の
侵
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

町
は
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
、
ま
た
、

地
域
指
定
が
受
け
ら
れ
る
の
か
ど
う
か

向
い
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
地
方
交
付
税
は
国
に
わ

い
て
本
年
度
四
%
の
伸
び
で
九
兆
八
千

一
一
一
百
九
倦
川
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
昭
和
六
十
年
度
の
勺
町
に
む
け
る

普
通
交
付
税
の
綴
は
十
五
億
四
千
一
戸

六
十
八
万
七
千
円
で
こ
れ
の
問
%
捕
と

い
う
こ
ど
で
約
十
六
位
川
高
一
式
円
以
?
)
ご

い
る
。
不
出
限
定
安
川
も
あ
る
た
め
そ
の

九
五
%
を
予
算
に
組
み
入
れ
て
お
り
、

特
別
交
付
税
は
当
初
は
み
て
い
な
い
。

県
支
出
金
の
増
は
、
経
常
経
費
に
つ

い
て
は
当
初
全
額
計
上
し
、
今
後
補
正

を
基
本
的
に
や
ら
な
い
考
え
で
あ
る
。

事
業
費
は
後
で
補
正
を
す
る
予
算
の
組

み
万
で
あ
る
の
で
ガ
初
そ
れ
だ
け
増
え

て
き
た
訳
ひ
あ
る
。

債
務
争
犯
は
、
間
利
六
十
一
年
度
千

億
二
千
九
百
十
六
万
九
千
円
ウ
こ
れ
が

ピ
l
ク
に
な
る
と

ラ
ス
パ
イ
し
ス
指
紋
に
つ
い
て
は
、

現
在
八
九
・
八
と
勺
つ
二
と

P
低
い

行
政
改
本
山
中
で
、
人
件
費
の
日
削
減
を

凶
り
、
検
討
委
員
会
の
意
見
も
参
考
に

し
て
中
、
長
期
的
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。
職
員
数
を
減
ら
し
、
少
数
精
鋭
で

ブ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を
上
げ
、
能
力
発

揮
が
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

半
島
振
興
法
の
指
定
候
補
地
は
、
佐

川
川
下
島
な
ど
十
九
地
域
を
選
定
し
提

示
さ
れ
で
い
る
J

台
町
も
こ
の
巾
に
入

れ
て
項
ぐ
よ
う
陳
叶
な
Y
一
杭
げ
て
き
た

が
、
指
定
基
準
が
あ
り
、
そ
れ
は
一
一
つ

以
上
の
市
町
村
か
ら
な
り
、
人
目
別
検

が
千
万
円
川
上
、
出
速
道
山
、
均
し
港
、

新
幹
線
め

7
ち
一
一
つ
川
上
の
刊
川
が
む

ず
か
し
い
地
域
、
農
林
漁
業
な
レ
一
一
第
一

次
産
業
の
従
事
者
が
全
国
平
均
の
二
倍

以
上
、
過
去
二
一
か
年
の
財
政
力
指
数
が

会
国
平
均
を
満
た
す
地
域
で
あ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
今
回
の

選
定
で
長
浜
町
は
除
外
さ
れ
ご
お
り
、

そ
の
理
由
は
同
じ
郡
、
市
円
以
以
外
で
あ

り
、
二
ユ

i
メ
デ
ィ
ア
地
域
指
定
外
の

地
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
一
勺
下
品
保
興

の
た
め
総
合
的
事
業
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
指

定
に
入
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
の

指
定
会
れ
た
佐
田
岬
半
島
は
、
八
幡

浜
市
、
伊
方
、
一
-
一
崎
、
瀬
戸
、
保
内
、

二
-
版
の
一
市
五
町
で
あ
る
。

和
田
議
員
あ
と
補
正
さ
れ
る
事
業

に
つ
い
て
、
特
別
交
付
税
を
合
わ
せ
て

ど
の
れ
度
事
業
が
や
れ
る
の
か
。

臨
海
土
地
造
成
事
業
で
二
十
四
億
八

千
百
万
円
が
町
債
で
賄
わ
れ
て
い
る
が
、

公
定
歩
合
の
引
き
下
げ
に
と
り
、
ム
ノ
ま

で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
い
一
ハ
七
瓦
の

金
利
が
ど
の
程
度
下
っ
て
、
と
の
程
度

の
金
額
で
対
応
で
き
る
の
か
r

二
宮
町
長
・
:
事
業
費
は
約
ヒ
活
円
で

あ
る
。日
回
収
入
役
・
:
昭
和
六
十
年
度
の
開

花
事
業
に
伴
う
縁
故
偵
の
確
定
額
は
卜

一
一
一
億
+
一
子
万
円
で
あ
る
。
一
A

月
下
旬
に

こ
の
レ
ー
ト
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
を

行
っ
て
き
と
が
、
急
激
な
円
高
に
よ
る

必
定
歩
合
の
引
き
下
げ
、
流
動
化
の
中

で
交
渉
を
も
ち
、
最
終
的
に
ふ
ハ
・
一
一
%

の
レ

l
ト
で
借
り
入
れ
を
決
忘
し
と
。

ノ〆

開
発
計
画
で
七
%
を
あ
げ
て
い
る
が
、

そ
の
差
が

0
・
八
%
と
な
り
、
山
町
年
崎

で
千
五
十
六
万
円
、
六
十
川
午
ぽ
ぶ
ま

で
の
四
年
閣
で
四
千
三
百
万
円
れ
均
一
円

金
利
の
負
担
軽
減
に
な
る
と
思
う

対
策
協
と
強
力
な
運
動
を

海
岸
田
り
を
P
R
し
て

ー
国
鉄
問
題

i

田
中
(
堅
)
譜
員
・
:
今
回
の
ダ
イ
ヤ
改

正
に
よ
り
、
特
急
、
急
行
列
車
が
海
岸

川
川
か

ι内
山
田
り
に
切
り
替
わ
り
、

i
、
ド
十
本
と
不
便
を
き
た
す
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
下
り
線
も
午
前
八
時
五

十
七
分
か
ら
午
後
二
時
三
分
の
問
、
約

五
時
間
の
尚
一
し
什
と
な
っ
て
お
り
、
利
便

性
を
考
え
た
場
合
、
あ
雪
過
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る

・刀。
内
山
線
の
今
後
の
安
定
、
利
用
確
保

の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
八
幡
浜
か
ら
松
山
に
向
う
お
客
に

対
し
、
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
駅
員
が
大
洲
駅
へ
の
乗
り
替
え
を

呼
び
か
け
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
こ
れ

は
海
山
線
回
り
の
准
維
存
続
に
対
し
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
思
う
。
実
態
を
確

認
し
、
対
処
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

(長浜駅)

今
年
十
一
月
に
全
国
ダ
イ
ヤ
改
正
が

あ
る
と
思
う
が
、
快
速
列
車
を
台
め
た

増
便
を
お
願
い
し
た
い
。

長
浜
駅
に
お
い
て
、
夜
間
照
明
が
け
ア

く
か
ら
消
さ
れ
、
住
民
の
方
が
寂
し
い

思
い
を
し
て
む
ら
れ
る
と
い
う
話
を
聞

く
が
、
最
終
列
車
が
通
過
す
る
ま
で
明

か
り
を
つ
け
て
も
ら
う
よ
う
陳
情
し
て

項
き
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
そ
れ
そ
れ
の
地
域
、
そ

れ
ぞ
れ
の
利
用
目
的
ご
と
に
圃
鉄
を
柑

用
し
て
い
る
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
し
た
り
、
国
鉄
予
讃
本
線
対
策
協
議

会
の
担
当
者
会
を
聞
い
で
、
ム
7

品
川
ど
の

よ
う
に
ダ
イ
ヤ
を
変
え
る
こ
と
が
地
元

の
方
に
と
っ
て
利
便
性
が
ふ
る
の
か
検

討
を
加
え
、
国
鉄
の
四
国
総
局
、
県
当

局
へ
陳
情
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
P

十
一
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
時
に
、
便
利

の
悪
い
時
間
併
を
変
更
し
、
増
便
し
て

項
き
、
快
速
列
車
を
走
ら
せ
て
も
ら
う

よ
う
、
ま
た
、
民
営
化
ま
で
に
C
T
C

化
を
完
備

L
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
た

い
と
考
え
で
い
る
。
付
策
協
議
会
と
い

っ
し
ょ
に
強
力
な
運
動
売
以
閉
し
、
沿

線
の
皆
さ
ん
方
に
も
利
用
し
て
川
ノ
¥
ょ

う
お
願
い
し
て
い
き
弁
一
ぃ
。

内
山
線
開
通
後
の
海
伴
川
け
の
利
川

状
況
は
現
在
調
査
中
で
あ
り
、
そ
の
結

果
に
よ
り
対
策
を
た
で
ど
ん
ノ
伎
の
運
動

の
参
考
に
し
て
い
き
た
い

便
数
に
つ
い
て
は
最
低
二
使
用
便
し

て
附
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

利用実績を高めて存続を
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八
幡
浜
か
ら
内
山
へ
川
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
つ
い
て
の
抗
議
は
な
か
な
か
で

き
な
い
と
思
う
は
海
岸
川
り
の
鉄
道
を

利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
住
民
に

P
R
し

て
煩
く
こ
と
は
強
く
安
清
し
て
い
る
。

ム
史
的
照
明
ニ
コ
j

ご
土
、
刊
判
決
h
y
-
-
d

T
h日
「

l

d

L

-

l

L
百

三

!

へ
お
願
い
し
て
そ
の
よ
う
に
し
て
明
く

よ
う
配
慮
し
た
い
と
思
う
。

用
血
を
在
日
木
し
て

仁
F

L

i

J

f

h
ド
ィ
l
f
L
づ
L

ー
期
生
小
屋
内
運
動
場
1

田
中
(
竪
)
謹
員
・
:
近
年
各
地
同
に
む

い
て
一
原
内
運
道
場
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
教
育
に
深
い
理
解
を
示
さ
れ
る

町
当
局
、
国
、
県
の
指
導
と
ご
支
慢
の

賜
と
思
う
。
し
か
し
、
櫛
生
地
区
に
わ

い
て
は
長
年
の
悲
願
な
が
ら
建
設
の
運

び
と
な
っ
て
い
な
い
。
行
地
区
に
わ
い

て
は
、
用
地
関
係
が
問
題
で
あ
り
、
建

設
が
延
び
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
く
が
、

用
地
関
係
の
適
切
な
指
導
と
篠
保
を
お

願
い
し
、
近
代
的
で
よ
り
機
能
的
な
屋

内
運
動
場
の
早
期
建
設
を
-
要
望
し
た
い
。

地
域
の
か
か
ら
は
、
現
在
講
堂
が
建

う
て
山
る
場
所
を
少
し
拡
張
す
れ
ば
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
で

て
む
り
、
そ
の
計
画
に
対
す
る
設
計
な

り
、
万
向
づ
け
を
し
た
ご
と
が
あ
る
か
〈

二
宮
町
長
・
:
た
び
た
び
陳
情
頂
い
て

む
り
、
ご
要
望
に
沿
う
よ
う
配
慮
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
櫛
生
小

の
敷
地
を
み
て
み
る
と
体
育
館
の
建
つ

余
裕
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
敷
地
を

ど
こ
に
求
め
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
適
当
な
教
地
が
み
つ
か
っ
た

ら
買
収
し
、
建
設
に
か
か
り
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
、
地
一
冗
で
用
地
確
保
に

つ
い
て
ご
配
慮
頂
き
た
い
。

現
ム
仕
の
跡
地
に
つ
い
て
正
式
な
調
査

は
し
て
い
な
い
が
、
う
し
ろ
が
ガ
ケ
に

な
っ
て
お
り
、
上
に
道
路
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
影
響
が
で
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
外
面
的
に

む
つ
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見

解
を
も
っ
て
い
る
。
な
む
、
綱
か
い
調

査
を
さ
せ
て
み
た
い
と
身
え
て
い
る
。

道
路
見
直
し

の
中
で
検
討

ー
町
内
の
道
路
整
備
1

大
野
議
員
・
国
道
宅
七
八
口
行
線
の
旧

町
内
の
整
備
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
進

捗
状
態
で
あ
る
の
か
。
国
鉄
駅
前
の
法

線
が
決
っ
て
、
士
地
の
了
解
が
で
き
て

な
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

今
は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る

の
か
。県
道
大
洲
長
浜
線
は
、
大
洲
に
高
速

道
路
が
入
っ
て
き
て
、
長
浜
の
開
発
が

で
き
あ
が
っ
た
と
き
即
応
す
る
路
線
と

し
て
貴
重
な
路
線
で
あ
る
と
思
う
。
仁 屋体建築の要望がでている櫛生小

久
か
ら
開
発
さ
れ
て
い
る
地
点
へ
通
じ

る
道
路
が
現
従
の
道
帽
で
付
山
で
き
る

で
あ
ろ
う
か
と
号
え
る
と
、
整
備
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
巴
う
が
、

ど
の
よ
う
な
什
凶
で
、
ど
う
進
め
て
い

る
か
。長
兵

h
'
J
泉
乃
う
旬
、

τ寸
【

」

し

市

1

J

I

v
干

高

ぴ

つ

ず

乃

チ

?
+
T
F
I
カ

ら
沖
浦
ヘ
通
じ
る
両
で
明
る
い
見
通
し

が
つ
い
て
き
た
と
忠
う
が
、
此
木
小
…
下
校

か
ら
小
(
八
日
等
に
む
け
る
路
線
計
附
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
県
と
の
折

法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
道
大
平
線
の
整
備
も
だ
い
ぶ
ん
進

め
て
所
き
、
道
幅
も
以
前
に
比
べ
だ
い

ぶ
ん
良
く
な
っ
て
き
た
が
、
古
田
茂
か
ら

二
凡
の
引
滝
農
協
に
歪
る
線
は
、
山
一
流
の

観
光
と
い
う
観
点
か
ら
も
重
要
な
路
線

で
あ
り
、
も
う
少
し
帽
を
広
げ
て
一
一
車

線
程
度
の
道
に
し
て
頂
ぎ
た
い
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

元
の
此
木
村
と
れ
滝
村
の
間
に
あ
る
橋

は
、
現
在
で
も
ち
ょ
っ
と
木
が
で
る
と

通
行
止
と
い
っ
た
よ
う
な
状
態
に
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
い
つ
ご
ろ
改
修
さ
れ

る
の
か
c

二
宮
町
長
・
:
同
道
「
七
八
号
線
の
長

浜
工
区
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
了
解
を

項
き
、
駅
か
ら
明
関
さ
ん
の
所
ま
で
改

良
に
か
か
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
話

を
進
め
て
む
り
、
本
年
度
の
予
算
は
全

額
消
化
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

来
年
以
降
も
計
画
に
従
っ
て
逐
次
買
収

し
、
改
良
に
子
を
つ
け
て
い
き
た
い
の

で
ご
理
解
頃
き
た
い
。

仁
久
か
ら
本
町
を
通
っ
て
港
湾
の
方

へ
で
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
見

直
し
計
画
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

長
浜
中
村
線
で
柿
平
、
大
洲
聞
に
つ

い
て
は
、
県
の
意
向
を
聞
い
て
半
期
に

改
良
整
備
の
調
査
を
し
、
改
良
に
と
り

か
か
っ
て
頂
く
よ
う
わ
願
い
し
た
い
。

町
道
大
平
線
の
れ
一
花
に
近
い
部
分
に

つ
い
て
の
路
線
の
い
払
幅
は
地
形
土
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
同
淵
か
ら

不
動
沌
ヘ
川
し
て
大
平
線
の
カ

l
フ
へ

つ
な
い
で
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
険

討
中
で
あ
り
、
県
、
国
へ
も
計
耐
と
し

て
し
し
げ
て
い
る
。

ノ
日
滝
地
口
れ
で
は
硯
在
堤
防
用
地
の
買

収
を
進
め
て
む
り
、
一
部
ご
一
月
末
ま
で

に
本
年
度
計
画
分
に
つ
い
て
は
買
収
が

{
A
f
す
る
予
定
で
あ
る
。
堤
防
が
で
き

た
時
点
で
、
堤
防
か
ら
堤
防
へ
渡
す
と

い
う
こ
と
で
橋
り
ょ
う
繋
備
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
地
整
備
の
使
用

は
困
難

ー
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
使
用

1

大
野
議
員
:
-
昭
和
六
十
年
度
に
む
い

て
長
浜
町
内
に
た
ば
こ
耕
作
組
合
員
が

一
一
十
一
人
、
去
年
の
販
売
数
量
が
-
一
万

一
-
一
千
キ
ロ
で
あ
る
。
六
十
一
年
度
に
は

白
滝
十
J

一
人
、
豊
茂
八
人
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
今
後
の
農
業
面
に
お
い
て

段
畑
裁
前
で
あ
る
た
め
、
土
地
改
良
と

い
う
意
味
か
ら
も
、
ま
た
、
高
齢
化
社

会
を
迎
え
る
と
今
の
段
畑
で
は
や
り
に

く
い
の
で
町
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
借
り

て
耕
地
整
備
を
し
た
い
と
い
う
要
望
が

あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
た
ば
こ
耕
作
に
つ
い
で

は
、
後
継
者
の
な
い
人
や
面
積
の
小
さ

い
人
は
減
-
ち
さ
れ
て
い
く
の
は
事
実
で

あ
る
。
農
協
も
代
待
作
物
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
む
り
、
町

と
し
て
も
一
心
配
し
て
い
る
。

現
在
町
が
も
っ
て
い
る
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
は
、
林
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る
国

の
補
助
で
購
入
し
た
も
の
で
、
長
浜
町

機
械
官
時
運
用
規
科
を
定
め
運
用
し
て

い
る
。
そ
の
中
に
農
地
の
整
備
は
入
っ

て
む
ら
ず
、
こ
の
ブ
ル
を
農
地
整
備
に

拡
大
し
て
使
う
と
い
う
こ
と
は
む
つ
か

し
い
と
思
う
。
要
望
の
内
容
は
十
分
理

解
で
き
る
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
耕

地
整
備
を
や
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
野
議
員
:
・
補
助
事
業
で
買
っ
た
も

の
だ
か
ら
拡
大
し
て
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
条
例
を
改
正
し
な
け
れ
ば
使
用
で

き
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
町
長
の
判
断

で
使
間
で
き
な
い
の
か
。

二
宮
町
長
・
:
現
在
の
と
こ
ろ
補
助

H

的
に
沿
っ
た
使
用
し
か
で
き
な
い
と
用

解
し
て
い
る
が
、
要
望
も
強
い
の
で
十

分
険
叫
け
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ダ
ム
建
設
対
策
案

を
た
て
対
応

大
洲
市
と
連
携
と
り

ー
河
辺
川
、
タ
ム
建
設
1

西
宮
議
員
・
:
河
辺
川
ダ
ム
建
設
に
つ

い
て
は
た
い
へ
ん
関
心
を
も
っ
て
わ
り
、

大
洲
市
の
近
田
市
長
は
「
大
洲
市
と
し

て
は
ダ
ム
の
必
要
は
な
い
」
と
明
三
さ

れ
て
い
る
。
肱
川
町
で
は
住
民
こ
ぞ
っ

て
署
名
を
集
め
、
ダ
ム
建
設
反
対
運
動

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
当
町
と
し
て
は
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ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

分
水
の
給
水
地
点
が
八
多
喜
の
石
橋

地
点
を
予
定
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
最
下
流
に
あ
る
本
町
に
と
っ
て
は
、

流
量
減
を
き
た
し
、
塩
素
イ
オ
ン
が
上

昇
し
て
、
上
本
道
、
工
業
用
水
を
は
じ

め
漁
業
等
に
及
ぼ
す
影
響
は
誠
に
大
で

あ
る
と
思
う
。
先

H
、
推
進
協
の
方
々

が
肱
川
を
訪
問
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
大
洲
、
長
浜
に
は
ひ
と
言
の
挨
拶

も
な
く
、
こ
れ
は
軽
視
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
受
益
者
側
は
、

ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
水
源
地
帯
に
及
ぼ

す
被
害
や
認
識
が
不
足
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

こ
の
こ
と
は
た
い
へ
ん
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
関
係
市
町
村
特
に
大
洲
市
と

常
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
国
、
県
に

対
し
て
運
動
を
展
開
し
て
ゆ
く
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
基
本
的
姿
勢
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
河
辺
川
ダ
ム
建
設
は
、

本
町
に
と
っ
て
重
大
か
つ
深
刻
な
関
心

事
で
あ
り
、
な
ん
ら
園
、
県
よ
り
公
式

に
説
明
が
な
く
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
は

極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

洪
水
調
節
並
び
に
か
ん
が
い
用
水
に

つ
い
て
は
、
被
害
防
止
及
び
農
業
振
興

上
措
置
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
当
然

だ
と
思
う
が
、
中
予
地
区
へ
の
分
水
に

つ
い
て
は
流
量
の
絶
対
量
が
減
っ
て
き

て
不
安
は
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
。
こ
の
こ

と
は
慎
重
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

本
町
と
し
て
は
、
ダ
ム
建
設
の
対
策

案
を
た
て
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
、
現
状
調
査
、
予
測

調
査
を
し
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
検

討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
内
水
面
、
海
面
漁
業
へ
の
悪
影
響

に
つ
い
て
は
、
石
橋
の
取
水
口
を
で
き

る
だ
け
河
口
に
近
い
と
こ
ろ
に
で
き
な

い
も
の
か
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い
る
ハ

以
上
の
結
果
が
明
確
に
な
り
、
そ
の
こ

と
の
対
応
が
で
き
な
け
れ
ば
ダ
ム
建

設
、
分
水
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

今
後
は
大
洲
市
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
園
、
県
に
対
し
て
強
力
な
運
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
の
で
ご
協
力
を
賜

り
た
い
。

開
発
事
業
に
全
力

ー
三
選
出
馬
の
考
え

1

西
宮
議
員
:
・
二
宮
町
長
は
町
民
の
熱

い
人
望
を
受
け
、
一
期
、
一
一
期
と
連
続

無
投
票
で
当
選
さ
れ
、
八
年
間
町
行
政

に
尽
力
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
業
績
を
残

し
て
こ
ら
れ
、
第
一
-
次
開
発
に
取
り
組

ま
れ
て
現
在
着
々
と
ご
の
工
事
が
進
行

し
て
い
る
。
着
工
決
断
さ
れ
た
こ
と
は

二
宮
町
長
の
英
断
で
あ
り
、
評
価
さ
れ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
犬
事
業
で
あ
る
開

発
が
な
さ
れ
る
さ
中
、
三
期
日
の
満
期

改
選
が
九
月
に
あ
り
、
あ
と
六
か
月
に

な
っ
て
い
る
が
、
一
一
-
選
出
馬
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

二
宮
町
長
:
-
現
在
第
-
一
次
開
発
の
推

進
と
第
二
次
開
発
計
画
の
立
案
と
行
政

改
革
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
お

り
、
現
在
の
仕
事
に
精
魂
を
傾
け
て
い

る
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
た

町
未
つ
水
需
要

、
〆
一
/
〆
t

、
一
ノ
五
一
τ
l
τ

，一
J

に
対
応

1
水
道
事
業

1

東
議
員
:
・
水
道
事
業
は
、
独
立
採
算

性
の
原
則
に
基
づ
い
て
経
託
さ
れ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
で
四
月
か
ら
平
均
四
了
二
%
の
料
金

改
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
理

解
し
て
い
る
が
、
本
年
度
水
道
事
業
会
計

予
算
に
お
い
て
二
五
・
八
%
に
当
た
る
四

千
百
五
十
万
が
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
理
想
的
な
姿
に
一
日

で
も
早
く
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
ご
所
見
を
お
聞
か
せ
項
き
た
い
。

最
近
工
事
中
で
あ
る
た
め
か
、
再
々

断
本
が
あ
り
、
住
民
は
非
常
に
迷
惑
を

受
け
て
い
る
。
予
告
な
し
に
断
水
さ
れ

る
と
営
業
や
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
に
多
大

な
影
響
が
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
き
な
い
よ
う
管
理
態
勢
の
強
化

を
む
願
い
し
た
い
。

昭
和
六
十
一
一
一
年
度
完
成
と
い
う
こ
と

で
現
在
増
設
改
良
て
事
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
完
成
見
通
し
と
あ
わ

せ
て
、

A
7
坊
地
区
へ
の
配
水
及
び
現
在

理
一
立
て
中
の
A
7
坊
工
区
内
へ
の
配
水
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

八
多
喜
の
石
橋
地
点
か
ら
水
道
用
水

十
二
万
九
千
ト
ン
、
仁
業
用
水
二
万
九

子
ト
ン
の
用
水
を
中
子
地
医
へ
分
水
す

る
計
両
が
あ
る
が
、
こ
の
計
画
が
実
現

さ
れ
る
と
あ
ら
ゆ
る
面
に
多
犬
な
影
響

が
予
想
さ
れ
る
と
思
う
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
・
現
在
実
施
し
て
い
る
第

二
会
次
拡
張
改
良
工
事
は
老
朽
化
し
て
い

る
水
道
施
設
の
改
良
に
あ
わ
せ
、
将
来

の
ぶ
需
要
に
対
応
す
る
た
め
多
額
の
投

資
を
行
っ
て
わ
り
、
そ
の
費
用
で
あ
る
。

減
価
償
却
費
や
支
払
利
息
の
す
べ
て
を

料
金
収
入
で
も
っ
て
汽
て
る
こ
と
は
困

難
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
全
国

及
び
県
内
料
令
を
考
慮
し
て
料
金
改
正

を
行
い
、
資
本
費
の
一
部
を
補
助
す
る

と
に
し
て
い
る
。
今
後
は
開
発
事
業
の

推
進
に
よ
っ
て
水
需
用
が
増
加
し
、
ま

た
経
費
節
減
を
阿
っ
て
本
来
の
あ
る
べ

き
姿
に
進
め
て
い
き
た
い
。

県
道
長
浜
中
村
線
の
改
良
工
事
が
航

行
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
上
水
道
の
配

水
管
布
設
工
事
が
そ
の
た
び
に
影
響
を

受
け
て
い
る
。
大
型
車
の
乗
り
入
れ
に

よ
っ
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
配
水
管
の

突
発
的
な
破
損
事
故
で
断
水
な
ど
を
起

こ
し
て
い
る
が
、
こ
の
工
事
も
ま
も
な

く
終
了
す
る
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を

項
き
た
い
。

昭
和
五
十
八
年
度
に
第
三
次
拡
張
改

良
事
業
が
始
ま
り
、
六
十
三
年
度
で
こ

の
計
画
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

A
7

坊
地
医
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年

度
、
六
十
三
一
年
度
で
県
の
補
助
事
業
に

組
み
入
れ
、
上
水
道
の
配
水
管
延
長
に

よ
っ
て
各
地
区
の
現
施
設
を
統
合
す
る

と
い
う
予
定
で
あ
る
。
埋
立
中
の
A
7
坊

二
区
に
つ
い
て
は
工
事
の
進
捗
状
況
に

あ
わ
せ
て
配
本
管
の
布
設
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

一
十
六
人
を
異
動
保
青
所
職
員

保
育
所
職
員
の
人
事
異
動
を
、
四
月

一
H
付
け
で
行
い
ま
し
た
。
今
同
の
異

動
者
総
数
は
二
十
六
人
。
内
訳
は
、
所

長
級
一
一
一
人
、
主
任
保
母
級
七
人
、
保
母

級
十
三
一
入
、
栄
養
士
一
人
、
調
理
員
二
人
。

な
か
県
か
ら
当
町
開
発
併
進
の
た
め

に
派
遣
さ
れ
て
い
た
清
水
太
郎
主
幹
と

山
ハ
紘
課
長
補
佐
は
帰
県
、
か
わ
っ
て

主
乃
井
明
主
幹
と
大
野
武
信
課
長
補
佐

が
派
遣
さ
れ
着
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、

当
町
か
ら
県
ヘ
派
遣
し
て
い
た
西
岡
敏

博
主
事
は
開
発
課
へ
、
経
済
課
の
吉
田

直
人
主
事
を
県
市
町
村
課
へ
派
遣
。

同
月
一
口
付
丹
で
異
動
し
た
保
育
所

職
員
は
次
の
通
り
、
(
)
は
旧
作
。

一
保
育
所
長
級
一
長
浜
・
下
田
美
澄
(
沖

浦
)
マ
沖
浦
・
玉
井
徳
美
(
大
和
)

マ
大
和
・
谷
川
俊
f

T

(

長
浜
)
{
主
任
保

母
級
一
白
滝
・
富
岡
氏
子
(
大
和
)

ロ日目
同
月
d
u寸

マ
沖
浦
・
川
村
恒
子
(
櫛
生
)
マ
櫛
生
・

石
川
令
チ
(
出
海
)
マ
出
海
・
藤
測
美

技
チ
(
喜
多
凝
)
マ
大
和
・
萩
森
理

恵
チ
(
豊
茂
)
マ
喜
多
灘
・
池
田
ス
ミ

子
(
沖
浦
)
マ
豊
茂
・
西
同
清
子
(
向

滝
)
{
保
母
級
一
長
浜
・
木
之
本
律
子
(
出

海
)
マ
長
浜
・
士
口
問
と
よ
こ
(
大
和
)

マ
白
滝
・
二
好
五
月
(
沖
浦
)
マ
沖
浦

矢
野
幸
子
(
喜
多
灘
)
マ
櫛
生
・
平
野

山

f
(
長
浜
)
マ
出
海
・
宮
本
邦
子
(
大

和
)
マ
出
海
・
児
玉
智
代
(
大
和
)

マ
大
和
・
菊
地
さ
と
子
(
豊
茂
)
マ
大

和
・
清
水
郁
子
(
白
滝
)
マ
大
和
・
白

石
王
子
(
櫛
生
)
マ
喜
多
灘
・
矢
間
栄

津
美
(
白
滝
)
マ
豊
茂
・
西
山
み
ち
子

(
長
浜
)
マ
豊
茂
・
横
山
典
子
(
喜
多

灘
)
{
栄
養
士
}
長
浜
・
大
橋
京
子
(
住

民
課
)
{
調
理
員
一
長
不
笹
本
直
江
(
大

和
)
マ
大
和
・
岡
崎
美
智
チ
(
長
浜
)
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一 一一

固

干
洗
い
は
消
毒
の
基
本
で
す
。
だ
れ

で
も
ご
く
日
常
的
に
し
て
い
る
こ
と
で

す
が
、
病
人
の
石
一
み
を
す
る
た
め
の
子

洗
い
は
、
格
別
の
入
念
さ
が
い
り
ま
す
の

消
毒
の
し
か
た
に
は
、
行
け
ん
山
、
ク
レ

ゾ
ー
ル
液
な
ど
を
使
っ
た
ト
刀
法
が
あ
り

土品
L
9
0

密密密塁密室冨

宮
市
石
け
ん
を
使
っ
て
A

①
子
は
、
ま
ず
本
洗
い
し
た
後
、
行
け

ん
を
つ
け
て
こ
す
り
、
て
い
ね
い
に
洗

う
。
特
に
汚
れ
や
す
い
指
先
や
爪
の
ま

わ
り
、
洗
い
忘
れ
が
ち
な
小
拐
の
外
側

臨画盟彊圏長浜文芸。一歳ですコンニチハ圏臨調

(;;諌=討:語説書予言"相;
(黒田)矢野佳品哉ちゃん

大
ケ
レ
ソ

l
ル
行
け
ん
液
は
、
正
し
く

八
刀
祉
を
討
っ
て
作
り
ま
す
c

-

M

川
よ
り

二
一
%
溶
液
の
ほ
う
が
効
果
が
あ
り
ま
す

が
、
二
今
川
川
浪
液
に
な
る
と
、
皮
治
の
弱

い
人
は
子
荒
れ
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で

一
点
一
九
思
し
て
く
だ
さ

大
原
液
が
皮
脂
に

も

も

ト

弘

、

子

《

a

圃

つ

く

と

、

知

覚

マ

i
u
v
ι
k
τ
/
a
A
E噌
ド

ト

ヒ

↓

同

町

死

(

細

胞

な
ど
が
同
部
的
に

死
ぬ
こ
と
)
に
な
る
の
で
、
す
ぐ
に
流

水
で
洗
い
落
と
し
て
く
だ
さ
い
し

大
沼
液
を
入
れ
た
お
は
、
日
光
の
当
た

ら
な
い
と
こ
ろ
に
一
一
向
い
て
く
だ
さ
い
の

け
が
勺
た
る
と
消
毒
力
が
低
下
し
ま
す
。

会
液
液
の
交
換
は
、
色
が
濁
つ
で
き
た

り
、
ね
ず
み
色
が
か
つ
て
き
た
時
を
口

交
に
、
一
一
U
数
川
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

に
丸
を
つ
け
る
。

一
⑨
一
行
け
ん
を
水
で
洗
い
流
し
、
①
を
く

り
返
し
て
今
一
度
洗
い
し
て
か
ら
清
潔
な

タ
オ
ル
で
ふ
く
。

伝
染
性
の
病
気
な
ど
で
、
特
に
医
師

の
指
示
が
あ
る
場
人
口
は
、
薬
品
を
使
っ

て
消
毒
し
ま
す
れ

〈
ク
レ
ゾ
ー
ル
石
け
ん
液
を

使
う
場
合
の
注
意
点
〉

①
消
毒
す
る
前
に
、
む
け
ん
と
ブ
ラ
シ

消
毒
間

手
洗

上
、
二
A
M
川
溶
液
な
ら
一
分
以
上
と
し
、

溶
液
の
中
で
ブ
ラ
シ
を
使
ソ
で
子
を
こ

寸
る
。
事
ク
レ
ゾ
ー
ル
石
け
ん

液
を
使
っ
て
A

す
逆
性
石
け
ん
液
を

使
っ
て
A
A

①

-
M
m
溶
液
を
作
り
、
溶
液
中
で
ブ
ラ

シ
を
使
っ
て
一
分
以
上
洗
う
。

②
タ
ン
パ
ク
質
は
消
毒
力
を
落
と
す
の

で
、
子
に
便
や
疫
が
つ
い
た
時
は
溶
液

で
消
毒
す
る
前
に
、
し
っ
か
り
洗
っ
て

ふ
ふ
ノ
¥
〈
逆
性
石
け
ん
液
を
使
う

場
合
の
注
意
点
〉

4
H
逆
性
石
け
ん
と
普
通
の
石
け
ん
は
絶

骨量

日記
[g] 

甲車

ー
豊
茂
俳
句
会

l

九
日
間
ト
江
本
芳

恋
什
加
の
一
止
を
し
止
で
は
の
一
周
松
を
行
く

菊

地

徽

一
腿
か
や
叫
に
拡
げ
し
小
山
ひ巾
一
小
附
幸
市

う
の
か
や
天
守
の
一
口
山
さ
に
我
が
病
棟

一

宮

博

う
ら
ら
か
や
か
く
か
く
か
く
と
鳩
歩
く

海

辺

恭

-

婆
の
子
を
梯
ひ
歩
む
川
ん
路
地
う
ら
ら

白

田

川

折

口

久

着
ぶ
く
れ
て
過
去
を
ひ
き
づ
る
話
し
ぶ

小
西
イ
セ

f

あ
た
た
か
や
松
葉
杖
に
で
兄
送
ら
れ

会
日
小
川
u
f

i
-
-
j
一

か
た
わ
ら
に
退
職
の
犬
石
尊
取
り

増
川
キ
ヨ
ヱ

銀
紙
の
縞
の
ス
カ
ー
ト
学
芸
会
久

保

七

葉

書
が
記
憶
呼
び
戻
さ
る
る
卒
業
歌

今
川
の
什
躍
中
i

声
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
寸
。

@①①①①①  
5 5 5 5 5 5 
H H H Jj )j Jj 
25 18 11 5 1 3 
H H fj fl [1 [1 

米
川
医
院
密
⑪
0
1
6
5

同
川
医
院
密
⑪

0
6
3
9

菊
地
医
院
密
⑪
0
2
0
9

門
医
医
院
倉
一
⑪
0
2
0
2

辻

医

院

密

⑪

0
1
7
4

而
村
病
院
密
⑪
0
2
7
5

fl ¥①"  • • ) J ¥①  
、2 5 ・、 2 5 

11時Jjーよ 12時)j :!ltl 
月 30: :) j 9 寸し
生対 [1 : 1.:寄生付口
ま象 :、!?;ま象 :IE: 
れは阿1 ・土色:れは阿J ::Jし‘

の日行作:出 jの昭 fzi--
f手11'A'"' :ノし; 子平日ノで ;各量
供 59長官 :.11畠 i共 60~ ・以圭
さ年 川是;さ年王
人 9 午 :呈ふ: ん 6 午 ;呈1.)..:
" n千:静: 。町役 j静;
10 H寺 9 日与

.
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
…

①

5
月

U
H

町
役
場
分
室
午
後
1
時

1

2
時

対

象

は

昭

和

ω年
2
月
1
日

か
ら
日
年
3
月
況
什
の
聞
に
生
ま
れ
た

乳
幼
児
。
た
だ
し
、
満
四
歳
ま
で
の
子

供
さ
ん
で
一
↓
凶
受
け
て
い
な
い
方
。

…
成
人
病
検
診

@
5
円
7
什
出
海
公
民
館

①

5
円
8
日

櫛

牛

小

学

校

@
5
月
刊
行
大
和
公
民
館

①

5
月

m

H

h
滝
公
民
館

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
日
時
か
ら
日

時
却
八
刀
、
午
後
1
時
か
ら

2
時
別
分
。
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一
心
の
温
か
い
町

ー
水
前
寺
清
子
シ
ョ

1
1

ご
一
月
:
一
十
日
長
高
〕

体
育
館
で
木
前
寺
清
口

子
シ
ョ
ー
を
開
催
。

「
涙
を
抱
い
た
波
り

鳥
」
な
ど
数
曲
を
投
斉
「
一

し
、
万
需
の
拍
子
夫
ー

浴
び
て
い
た
。
「
ト
マ
|

ト
、
キ
ュ
ウ
リ
作
り
」

な
ど
の
家
庭
菜
問
や

料
開
、
編
み
物
な
ど
口

が
好
き
。
長
浜
は
お
口

と
な
し
く
、
心
の
温
門
]

か
い
方
が
多
い
で
す

ネ
」
と
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
き
さ
く
に
こ
た

え
て
い
た
り

同
月
六
什
か
ら
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

展
開
さ
れ
、
本
町
で
も
駒
子
町
人
口
に
交
通
醤

一
的
を
開
設
。
七
日
朝
は
二
宮
町
長
、
大
川
崎
Z
療

者
外
勤
課
長
、
長
浜
派
出
所
長
ら
が
ど
、
シ

ー
ト
ベ

ル
ト
着

山
の
指

与
を
す

プ
ハ

ω

シ
ア
と

よわに、

木
町
か

ら
」
父
通

死
亡
事
故
を
な
く
す

よ
う
呼
び
か
け
花
。

ぜ口めざし死亡

7口

ー
一
円
口
口
リ
U
川

豊
か
な
人
間
性
教
育
を

ー
教
育
事
始
め
式

1

四
月
十
一
日
、
町

体
育
館
で
昭
和
六
卜

一
年
度
教
育
事
始
め

式
が
行
わ
れ
、
町
内
の

教
職
関
係
者
お
よ
そ

百
五
十
人
が
出
席
。
小
、

中
、
高
あ
わ
せ
て
二
十

六
人
の
析
任
教

H
m

制
介
が
r
H
わ
れ
、
長
平

豊
茂
小
校
長
と
『
い
一
卜

成
川
欠
民
館
長
が
山
一
千

校
、
社
会
教
育
に
つ

い
て
の
一
必
見
を
売
上
氏
、

ア
て
の
後
、
曽
技
静
雄

先
生
め
(
明
代
教
育

へ
の
提
言
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

画耐圃盟Jf"ポ e 一宮長房間記抄

~交通番所を開設~

」与~ré)
消 L I 

防 行
車 JL
庫[_j

こ
の
た
び
沖
浦
地

K
(
長
浜
分
川
第
二
一

部
)
に
消
防
ポ
ン
ブ

自
動
車
用
の
事
岸
と

上
口
r

庁
、
、
古
文
。
二
1

三ロ一
H
r
Jム
戸

ノ

h

:
ー

ま
で
の
車
庫
は
公
民

ーハレ一

H
q
-、
巾
円
ー
万

t
f
i
-
-
t
F
 

crH

均
、
上
九
一

7x=司王
口

、イ『当

L

手
f
r
h
y
イ
」
Z

下、

r

的

F~
十
〈
川
を
き
た
し

て
い
と
と
め
、
県
の

Mm
川
存
一
得
て
誌
で
た

仁
川
伸
一
主
山
積
は

:
L
1
ノ

:

し

¥

F人

1
1
J
d
l

i
仁

j

j
斗
l
jノ
ル

で
、
事
業
費
は
同
行

十

L
万
円
。

ミミ士
ロn

所
フじ

ー
沖
浦
地
区

1

一
宮
長
一
房
翁
煩
徳
碑

郎
、
永
斤
秀
吉
、
松
田
半
右

衛
門
、
藤
岡
茂
七
、
小
西
豊

己
、
請
負
人
J

下
山
新
太
郎
、

石
工
白
滝
村
加
同
洞
井
繁
好

の
名
が
刻
ま
れ
て
い
心
ー
同

文
の
大
要
は
次
の
通
り
で
あ

る。
長
房
翁
は
資
作
品
一
日
山
r
p
~
和

漢
の
学
に
通
じ
、
一
二
十
余
年

笠
茂
村
子
弟
の
教
育
に
従
い
、
之
に
加

え
て
補
宵
教
育
の
必
要
を
感
じ
て
学
術

川
究
会
並
び
に
婦
人
養
成
会
を
起
し
、

ぐ
ん
と
ろ

笠
茂
の
子
女
で
長
房
翁
の
薫
陶
を
受
け

ぬ
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
の
為
受
賞
表

彰
が
二
一
十
余
度
に
及
ん
で
い
る
。
翁
は

志
操
高
潔
で
大
正
四
年
紋
育
界
弁
一
昨
J

し

て
後
は
専
心
神
社
を
掌
っ
た
。
村
は
北
一

謙
譲
を
賞
し
そ
の
篤
行
存
宗
い
、
手
を

受
け
た
子
弟
が
相
は
か
ブ
ス
パ
め
の
煩
他

抽
怖
を
建
設
し
た
の
で
、
も
と
め
に
応
じ

て
碑
文
を
銘
し
た
。

昭
和
五
年
十
二
月
三
十
一

U
前川町」

凶
顧
ス
レ
パ
ト
平
年
ハ
ナ
ツ
ノ
死
亡
一
(
白

分
ノ
ド
須
成
大
元
神
社
の
転
任
ニ
夏
季

病
床
一
一
一
昔
、
ン
ム
等
頗
ル
不
幸
ノ
年
ナ
リ

ご
/
(
後
略
)

昭
和
六
年
一
一
月
十
一
口
今
朝
二
時

二
眼
覚
ム
ル
モ
チ
忠
実
、
ア
ル
気
分
勝
レ
ヌ

故
版
菜
、
ン
テ
臥
床
二
人
ル
(
後
略
)

こ
の
頃
か
ら
在
宅
静
ι

売
の
記
事
頻
繁

と
な
り
、
五
月
四
日
で
川
事
の
け
紀
以

終
り
、
六
月
一
一
十
日
没
1)
人
九
六
卜
川

歳
。
五
十
年
間
、
こ
ま
か
;
円
止
に
つ

づ
ら
れ
た
日
記
は
、
私
の
胸
の
中
に
涼

く
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
の

昭
和
四
年
四
月
二
十
八

日
本
日
八
怠
晴
天
二
一
ア

午
前
十
時
間
式
ニ
付
円
分

間

卜

家

族

-

同

チ

女

R
一
ツ
矢

ω

野
高
開
モ
来
村
一
同
コ
ン
ヤ
ウ
シ
ヤ

m

ク
ニ
許
松
川
ノ
万
二
テ
休
息
ス
菊
地

一
正
持
省
モ
参
折
ノ
為
メ
面
一
語
其
時
下

山
川
村
長
山
口
書
記
医
師
等
モ
来
リ
休

一
憩
ス
証
十
一
時
ヨ
リ
落
成
祭
開
始
菊

、
地
州
輪
斎
主
タ
リ
世
話
人
幹
部
一
同

ル
参
列
省
参
観
人
及
写
真
師
来
リ
一
祭

川
典
一
一
一
除
幕
三
式
辞
四
決
算
報
告
五
祝

山
川
出
丙
(
菊
地
正
儀
、
下
田
村
長
菊

問
地
亀
一
一
-
郎
、
山
口
性
二
一
抗
)
六
謝
辞

時
(
家
族
総
代
幸
大
観
族
総
代
矢
野
ト
口
同

問
輔
自
分
の
謝
静
)
了
リ
一
寸
一
撮
影
て

叩
般
一
~
門
家
片
脱
税
族
一
同
)
七
撒
餅
八

問
円
安
会
(
池
川
ノ
旧
一
一
一
¥
一
九
活
動
V
H
f

ゆ
真
(
池
山
ノ
旧
)
宴
席
二
一
ア
席
上
演

w

丙
余
興
一
/
リ
参
列
人
口
問
丘
十
名
ヲ

一
ん
は
ス
ハ
没
ス
ル
ヤ
活
動
写
真
ア
リ
(
後

川

'

く
I

ぃ
~
川
山
一

。
ご
山
煩
徳
碑
は
表
に

U

一
宮
長
房
翁

…

川

徳

碑

心

た

い

し

人

山

金

山

法

主

両

真

之

さ

U

と
去
り
、
ぃ
翼
団
に
は
金
山
山
行
主
法

問
嗣
消
印
刊
の
一
仰
丈
と
昭
和
同
年
春
、
そ

叫
し
て
発
起
人
大
訂
版
街
、
河
川
市
-

ノア
ハ「

{足 K

!'iIS阿]
~"文:

イヒ
n-t 
f与L
rf!，主
審

正義
ノミ、
Zコミ
又モ
ヲて

員
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表
彰

* * 

佐
々
木
計
相
さ
ん

建
詰
業
の
育
成
発
展

曲
豆
茂
の
佐
々

木
計
和
さ
ん
(
ぃ
ハ

七
)
H
H
写
真
H

は、

建
設
業
団
体
役

日
と
し
て
業
界

円
台
成
発
展
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
二
月
二
十
日
の
愛
媛
県
県
波
発

足
記
念
日
に
山
石
春
樹
愛
叫
川
県
知
事
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ごと
仁ヨ

岡
さ
ん
13ら
回 49
体人

第
四
四
社
会
福
祉
大
会

圃園園匝盟国表彰・歳時記

一
二
月
-
一
卜
八
日
、
町
体
育
館
で
第
十

八
回
長
浜
町
社
会
福
祉
大
公
が
山
か
れ
、

次
の
万
々
に
長
浜
町
長
お
主
び
長
浜
町

社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
表
彰
、
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

…
長
一
恥
町

rt.-AZ
…
一
社
会
福

・
一
べ
一
~
祉
功
労
}

マ
区
長
名
午
一
十
年
以
上
)
勤
続
七
日

附
重
則
、
曲
且

ι幡
、
金
沢
栄
次
、
島
田

梅
次
郎
一
以
上
長
浜
)
木
之
本
交
正
(
沖

浦
)
有
ト
ぱ
忠
志
(
櫛
生
)
マ
愛
護
市
材
育

成
指
導
下
田
市
一
ド
川
(
戒
)
マ
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
多
午
勤
続
熊
野
章
(
白

滝
)
{
第
幻
田
健
康
優
良
老
人
一
矢
野

元
ヒ
メ
コ
(
黒
田
)
亀
岡
ト
メ
一
ド
須

戒
)
米
川
存
一
郎
(
豊
茂
)

…
長
浜
町
長
感
謝
状

一
献
血
運
動
功
労
一
マ
一
三
卜
川
以
上

稲
川
?
ト
山
一
一
ド
川
成
一
大
本
町
裕
一
一
枚
必
)

角
井
ム
(
大
越
)
亀
出
稔
(
大
洲
市
)

日
町
社
協
会
長
表
彰
一

一
社
会
福
祉
功
労
一
マ
mh
税
受
入
れ
(
卜

五
半
以
上
)
加
納
ミ
ツ
ル
(
羽
沢
)
峰

パ
ミ
サ
ヲ
、
山
口
ミ
ツ
子
(
以
上
山
海
)

川
村
地
一
二
佐
子
、
宇
都
内
ぶ
美
子
、
佐
々

ι
小
沢
子
、
大
本
定
r
丁
、
九
J

入
ト
シ
エ
(
以

上
問
一
一
正
茂
)
マ
地
域
・

λ
f
ほ
の
消
掃
活
動

恥
日
大
平
(
長
浜
小
~
7
h
争
直
心
、
寺

尾
務
一
以
ト
し
成
川
小
)
川
刈
?
付
一
長

浜
中
)
マ
校
外
ボ
壮
一
一
山
開
喜
多
神
小

児
童
会
・
代
表
東
達
也
、
大
野
正
行
(
什

泌
小
)
マ
児
童
会
活
動
絵
本
か
お
り

(
山
海
小
、
山
中
川
九
一
売
(
柴
小
)
マ
子

供
公
の
け
i
ゲノ
7
1

治
的
川
川
英
犬
(
柴

小
、
一
行
v

川
一
心
い
ι

一
弘
ほ
つ
く
り
山
川
宗

十
文

~
z
t
J
hハ

hv

1

J

J

i
、

町
社
協
会
長
感
謝
決
一

{
社
会
福
祉
事
業
寄
付
功
労
}
戊
土
陀

チ
、
穴
H

川
点
俊
、
楠
オ
レ
ン
、
ン
杯
力
一
ノ

福祉功労で表彰される人たち

オ
ケ
代
表
増
川
保
-
一
、
中
川
ソ
寸
一
、
清

水
寿
美
川
刀
(
以
ト
L

H

犬
山
池
山
氾
、
小

川
純
一
ヘ
以
仁
川
h

…
川
)
畑
山
伊
佐
犬
、

畑
山
博
よ
一
日
卜
山
ほ
)
池
山
冴
心
J
-
K

ε伝
-
上
満
治
雄
、
久
似
博
道
、
菊
地

沖
F

十
一
以
上
打
滝
)
柴
小
リ
ソ
ト
い
ね
久
日
地
区

f
川
公
、
武
知
H

繁
夫
へ
松
山
市
)

一

町

長

・

社

協

会

長

感

謝

状

…

マ
民
生
児
↑
革
委
汁
(
ぃ
ハ
ハ
リ
川
卜
ぃ
川
淵
よ
日

仏
川
↑
長
浜
)

愛
媛
県
共
同
募
金
会
一

長
浜
分
会
長
感
謝
状
ハ

マ
歳
末
助
け
ん
円
い
募
金
運
動
長
心
配

主
化
協
会
、
瑞
林
寺
梅
花
請

…
乏
媛
県
共
同
募
金
会
…

…
名
誉
会
長
感
謝
状

マ
個
人
山
川
山
円
本
准
一
一
郎
、
兵
煩
口

丹
(
以
上
長
鋲
」
マ
川
悼
の
川
長
一
訣

青
果
農
業
協
同
組
合
、
昭
和
サ
ボ
ア
株

式
会
社
、
昭
和
電
工
労
組
長
浜
支
川
、

ラ
イ
ジ
ン
ゲ
飯
間
長
浜
工
場
、
長
一
山
川

人
会
、
長
浜
化
成
株
式
会
社
、
稲
旧
本

一
上
株
式
公
社
、
長
浜
幼
稚
園

各
種
免
許
試
験
実
施
は

安
技 h
jホJノ占ミ
七問、生
/ 

タ

四
月
か
ら
ス
ヲ
l
ト

従
来
、
愛
媛
労
働
基
準
凶
で
実
施
し

ご
ざ
允
、
各
種
免
許
試
験
は
、
昭
和
六

十
一
年
度
か
ら
「
中
国
岡
田
安
全
尚
生

技
術
セ
ン
タ
ー
L

で
実
指
す
る
こ
と
に

J
i
t
-
-
1
4
7
J
 

A

歳

時

記

マ

る

の

も

山

本

し

い

仁

川

f
t
j
が
、
都
会
一

く
ん
ぷ
う
青
葉
行
葉
を
そ
ょ
が
に
も
、
れ
っ
と
蓋
一
風
を
呼
び
こ
み
た
一

4

一
一
仁
吹
け
て
米
る
初
日
況
の
主
わ
や
か
い
十
の
で
す
え
と
え
ば
、
身
近
な
』

…
1
山
刷

f
T
同
じ
よ
う
な
J

け
葉
に
、
紙
化
の
ひ
と
つ
ド
し
し
て
、
μ

プ
ロ

y
ク

μ

一
々
出
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
二
の
塀
の
生
封
一
化
H

な
ど
は
、
見
た
目
に
ふ

一
ほ
う
が
や
や
強
い
胤
の
よ
一
二
ノ
な
印
象
美
し
い
だ
け
で
な
く
、
さ
わ
や
か
な
一

警
官
」
家
の
中
に
と
り
こ
む
こ
と
が
一

ザ

起

氾

け

、

森

林

一

め

が

人

気

を

集

め

で

き

ま

す

。

一

一
で
い
ま
す
o

k

小
か
九
九
札
川
♂
れ
ゾ
サ
、
さ
で
、
風
薫
る
「
凡
円
の
行
事
の
ひ
一

一
ブ
ィ
ト
ン
チ
メ
ド
ー
と
い
う
物
山
い
と
つ
に
、
目
白
川
祉
週
間
が
あ
ん

一
が
、
健
岐
に
良
い
ぷ
一
)
?
ト
9

っ

一

瞬

国

り

ま

す

。

パ

川

バ

U
の
「
チ
ど
一

ん
と
く
に
新
株
の
一
一
ブ
つ
ゴ
二
円
ア

4

も
の
日
」
か
ら
今
週
間
で
す
。
…

一
ィ
ト
/
子
リ
ノ
ド
が
多
い
ー
と
い
わ

:
l
:

こ
の
週
間
が
先
日
y
v

た
の
は
昭
一

)
れ
て
い
ま
ト
9
0

薫
一
風
が
さ
わ
や
醤
時
相
干
一
一
年
で
す
が
、
食
川
宗
一

一
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
、
ご
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ふ
/
一
そ
の

1
一

一
円
ソ
ィ

1
/
チ
ソ
ド
も
問
係
が
あ
る
時
に
比
べ
る
と
、
今
日
の
児
童
は
ま
{

J

の
か
も

L
れ
ま
刊
ん
ね
J

こ
と
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
一

取
川
わ
小
い
も
、
花
の
待
り
一
ブ
口

l

が
、
最
近
は
い
じ
め
問
題
や
、
H

受
験
…

一
フ
ル
)
の
ほ
か
に
、
木
の
奇
り
(
ケ
似
争
μ

な
と
ふ
れ
ら
た
な
問
題
が
児
童
一
一

リ
l
ン
ノ
ー
ト
)
が
あ
り
、
若
い
人

J
1
悩
ま
什
一
ご
い
ま
す
。
こ
の
週
間
を
町

を
中
心
に
人
気
上
舛
中
で
す
。
や
は
機
会
、
九
う
い
ち
ど
真
の
児
童
相
一

り
、
緑
に
あ
一
一
が
れ
る
最
近
の
風
潮
社
こ
は
何
か
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
一

の

反

映

で

し

ょ

〉

か

考

え

た

い

も

の

F

;

(
ち
な
み
に
一

蓋
一
風
を
も
と
め
て
効
外
に
出
か
け
児
主
と
は
卜
八
歳
未
満
を
い
い
ま
十
日
~

お
凡
け
の
郵
送
川
セ
ン
タ
ー
や
一
心
い
い
引
余

持
参
の
い
、
十
れ
か
の
方
法
で
振
込
八
で

く
だ
さ
い
ぐ

④
受
験
票
は
、
ぷ
験
日

ω十
日
前
に
郵

送
し
ま
3
4

〈
一
小
一
ン
タ

l
窓
日
受
付
の
場

九
日
は
、
交
付
叫
に
交
付
し
ま
す
。

試
験
場
所

中
山
川
凶
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

広
島
県
福
山
市
新
派
町
宇
宙
山
樋
ヲ
同
一

電
話
0
8
4
9
!
日

1
4
6
6
1

な
お
、
詳
し
い
三
と
は
八
幡
浜
労
働

基
準
監
訳
同
署
又
は
愛
媛
労
働
基
準

M
へ

む
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ζ

で

な
り
ま
し
た
。

受
験
申
請

①
受
験
申
請
用
紙
は
「
中
国
・
四
国
安

全
衛
生
技
術
セ
ン
ヶ
1
1

バ
札
一
院
労
働
基

準
協
会
連
合
会
人
及
び
「
各
地
医
労
働

基
準
協
会
」
に
あ
り
ま
す
。

②
受
験
申
請
書
は
、
当
該
試
験

H
の
て

か
月
前
か
ら
十
五

H
前
(
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
持
参
山
川
合
は
、
試
験
日
の
一
-
目

前
ま
ご
一
の
期
間
、
セ
ン
タ
ー
で
交
付

け
士
J

q

f

③
試
験
子
数
料
は
同
所
定
用
紙
に
よ
る

銀
行
振
込
み
川
定
額
小
為
替
、
郵
煩
小
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長
多選.移
考雪原L

印刷惰)岸本印刷

寄
付
採
納

心
長
浜
の
一
戸
田
侃
志
さ
ん
:
・
ス
リ
ッ
パ

整
理
一
ド
棚
を
紫
小
学
校
へ
。

。
大
洲
市
の
光
井
信
夫
さ
ん
・
・
・
楽
器
用

ア
ン
プ

-
h存
一
紫
小
学
校
へ
。

。
柴
小
学
校

P
T
A
-
-
-
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、

ア
ル
ト
ホ

l
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、

指
持
省
出
-
い
畑
を
柴
小
学
校
へ
。

O
喜
多
郡
教
科
書
販
売
有
限
会
社
・
・
・
ボ

ン
ゴ
、
コ
ン
ガ
を
柴
小
学
校
へ
。

O
柴
小
学
校
教
育
振
興
会
:
・
ビ
デ
オ
セ

ッ
ト
ほ
か
一
一
十
点
を
柴
小
学
校
へ
0

0
喜
多
灘
小
学
校
教
育
振
興
会
:
・
ビ
-
ず

オ
カ
メ
ラ
一
台
を
喜
多
灘
小
学
校
へ
。

つU
喜
多
灘
小
学
校

P
T
A
:
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
什
同
口
山
一
式
を
喜
多
灘
小
へ
。

一
心
白
滝
保
育
所
ほ
の
夫
・
:
テ
レ
ビ
一
台

を
什
滝
川
同
点
円
一
州
へ
r

。
長
一
山
保
育
所
L

ハ
卜
年
度
卒
園
児
、
母

の
会
一
一
川
:
・
チ
供
川
ベ
ッ
ド
を
長
浜

保
育
所
ヘ
〈

O
大
洲
市
の
宇
都
宮
山
美
千
さ
ん
-
・
・
東

芝
扇
風
機
二
台
を
沖
油
保
育
所
ヘ
0

0
沖
浦
保
育
所
昭
和
六
十
年
度
不
問
児

保
護
者
一
同
:
・
エ
イ
ト
ブ
ロ
ン
ク
一
二

セ
ッ
ト
を
沖
浦
保
育
所
へ
c

昭和61年 5月号

。
沖
浦
保
育
所
母
の
会
:
・
東
芝
扇
風
機
、

電
気
温
風
ス
ト
ー
ブ
を
沖
浦
保
育
所

へ。

O
豊
茂
の
豊
友
人
口
・
人
間
ム
円
を
由
一
に
ぺ
小
学

校
へ
。鯉

の
ぼ
り
に
よ
る

感
電
事
故
を
防
ご
う

鯉
の
ぼ
り
の
一
況
が
五
線
に
主
わ

一
っ
た
り
、
倒
れ
か
か
っ
て
感
電
事

一
故
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
鯉
の
ぼ
り
を
た
て
る
場
合
は
、
電

一
線
か

6
十
分
離
れ
た
と
こ
ろ
で
た

~
て
ま
し
ょ
う
。
(
四
国
這
力
)

1J土'1、口
婚

/'ー一一ー、¥
大
討'i'Iう里
市

久松鷹田赤槙東大促太
保下尾中凶尾 里子 i尚田

耕
治
幸
子

(一一五

(一一一一一

出長 (1 ，'1'，柄1U¥ (1出沖
柴

海浜沌 j毎'+:海 i屯海浦

新

記

石

衛

尾

野

忠

必

平
田
エ
イ
チ

谷

口

ト

ヨ

鈴

木

光

男

津

井

シ

マ

池
田
ま
さ
子

清

水

新

厳

岩
城
続
二
-

警
官
事

1
Y
一一

T
-
H
↑

1

一

(
九
一
)

(
七
六
)

(
四
六
)

(
八
八
)

(
五
七
)

(
八
二

(
五
四
)

(
九
二
)

(八

O
)

(
七
一
一
)

ヲ|っ越し 11が決まず J

たら、お与Lめにご予約 i 
を。子続きは簡単、づ:[ { 
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3円長浜町役jii届il'，

~ー"
今ffE住

3
月
の
ト
ノ
フ
は

菊
池
博
幸
礼
ノ
ア
さ
λ
の
カ

y
ブ
ル

所

氏

名

婚

咽

届

時

年

齢

茂

菊

地

博

幸

(

ニ

凶

)

幼

津

田

礼

f

T

(

二
四
)

/一一" /'一ー¥

三長肱戒
青瓦 JI[ 
胃T?兵 IIIT}I1 

朋雅千 敏武
子登立て需土枝主性

ー _l

一一ノ、I[_ 七

戸I!のぼりここにも日本男了
あり、占葉若葉、鯉の滝のlま

り、自然の活性化が最もた It 

~わの季節どなったAその鯉

を20'1三会り自4〆ノとはで [(Ii(1 ¥ミ

こごとにう<，トコ L、t:ぷ東里び)t培ぴ〉

ぽりというくらいだからパチ

ノ"-f-と 11'"lIli治るら山白¥) J _ !J'心ぴ〉
は最も J(:~l なばだと Jど、 J てい

たのにさ'_d)ら j、はね 1-が

るのはが心LベJ虫が八、ご勾f本
ぴ〉ムやまし 合(二1Mえり)II -j t， Jうご

され11ることが」つoA大きな
のとノトさいのを A緒に入れて

おくと小さいのは大きいのに

食われてしまうが、チョロチ

ニj¥1と-9-1よしこく逆主If['1]って

生き延びた奴はすごく成長力

があ Jて 2年、 3年もすると

10"ドL:i1二σコ主見う子i車工十Iをしσコぐ
ほどになり、白Ijご、も ー前二 fI tく

多く食〕ようになる j モしで

もう --)、三Uq:~ jl_[くfJx，}乏し雪

った大ホスはlj}J止と L老人
;t'ケ lこな J ご11だ I1[土f三きく
あ It-c-ノ ¥γ ノ、ヶペ" ;ごし込/与占ご

餌はたまにしノデr1 i←人口々い

ようだムそし(~ど;も J ゾ、

ご ilら自斗をべJ つぐ長Uっ亡し、る

錦南[¥，は兄姉けは豪華華麗なく

せに食って見ると日未も素っZL
もないまことにJ頁けぬf'(;物で

ある。以上[lL]点、人生に当て

はまるところがある。各自で

がJ1与できるようなf里由づ、けを
して凡でください。

¥
百
貝
沢

/
松
山
市

(一一四」

(一一二一)

ヘ

長

浜

f

小
田
町

千憂一一
子弘

誕
生
お
め
で
と
う
グ

3
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

沖

浦

川

一

死

停

長

欠

恵

美

長

浜

玉

井

賢

二

-

一

火

点

央

長

浜

坂

東

敏

幸

一

一

女

下

須

戒

小

林

吉

安

一

一

次

出

海

山

呂

田

幸

喜

長

川

沖

浦

松

本

信

一

二

次

今

坊

坂

本

年

秋

長

久

お
く
や
み

黒住

3
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

年

齢

出

池

川

好

夫

(

七

五

)

青
葉
、
若
葉
が
美
し
い
冗
円
売
一
加
え

ま
し
た
。
新
入
学
生
、
新
社
会
人
と
な

っ
た
人
た
ち
も
そ
ろ
そ
ろ
慣
れ
ご
ぎ
た

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
学
肢
に
職
場
に
さ

わ
や
か
な
春
風
を
吹
か
?
一
ご
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
町
に
も
t
p
γ
j
J

が
し
い
新
風
を
吹
き
込
み
た
い
色
の
戸
、

ナ
ね
。さ
で
、
人
生
に
は
人
と
人
と
の
出
会

い
と
い
う
素
晴
し
い
ト
ラ
マ
が
あ
り
ま

す
け
出
合
い
を
大
切
に
す
れ
ば
何
も
の

に
も
か
え
が
た
い
財
産
に
な
る
と
思
い

ま
す
。と
こ
ろ
で
一
年
間
続
け
ど
を
一
去
し
疋

一
官
長
房
日
記
抄
は
今
日
で
終
わ
ら
せ

て
項
き
、
来
月
か
ら
「
続
。
ま
九
の
先

覚
者
」
を
始
め
る
こ
と
に

L
て
い
ま

21

広
報
係
で
も
き
わ
や
か
な
存
胤
を
打
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
あ
主
計
く
だ
さ

P

U

F

J
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人口をふやしましょう
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